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会 議 名 予算特別委員会（第１日） 

開催日時 平成 26 年３月 11 日（火）午前 10 時 00 分～午後４時 45 分 

会  場 第５会議室 

 

１ 出席者 

  １番 長谷川広昌、 ４番 浅岡保夫、 ６番 幸前信雄、 

  ７番 杉浦辰夫、 １０番 鈴木勝彦、１２番 内藤とし子、 

 １４番 内藤皓嗣、 １６番 小野田由紀子 

 

２ 欠 席 者 

  な し 

 

３ 傍 聴 者 

  黒川美克、柳沢英希、柴田耕一、杉浦敏和、北川広人、鷲見宗重 

  磯貝正隆、小嶋克文 

 

４ 説明のため出席した者  

市長、副市長、教育長 

企画部長、人事 GL、地域政策 GL、地域政策 G 主幹、経営戦略 GL 

総務部長、行政 GL、財務 GL、情報 GL 

市民総合窓口センター長、市民窓口 GL、市民生活 GL、税務 GL 

福祉部長、福祉企画 GL、地域福祉 GL、地域福祉 G 主幹、 

介護保険 GL、保健福祉 GL 

こども未来部長、こども育成 GL、文化スポーツ GL 

都市政策部長、都市整備 GL、都市整備 G 主幹、都市防災 GL、 

都市防災 G 主幹、上下水道 GL、地域産業 GL 

学校経営 GL、学校経営 G 主幹 

会計管理者 
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監査委員事務局長 

 

５ 職務のため出席した者 

  事務局長、書記１名 

 

６ 付託案件 

  議案第２６号 平成２６年度高浜市一般会計予算 

  議案第２７号 平成２６年度高浜市国民健康保険事業特別会計予算 

  議案第２８号 平成２６年度高浜市土地取得費特別会計予算 

  議案第２９号 平成２６年度高浜市公共下水道事業特別会計予算 

  議案第３０号 平成２６年度高浜市公共駐車場事業特別会計予算 

  議案第３１号 平成２６年度高浜市介護保険特別会計予算 

  議案第３２号 平成２６年度高浜市後期高齢者医療特別会計予算 

  議案第３３号 平成２６年度高浜市水道事業会計予算 

 

７ 会議経過 

議会事務局長 本日は、去る、３月７日の本会議におきまして、予算特別

委員会が設置され、本委員会に付託されました議案第２６号から議案第３

３号までの８議案につきまして、審査をしていただくものでございます。

つきましては、高浜市議会委員会条例第１０条第２項の規定により内藤皓

嗣委員に臨時委員長を、お願いをいたします。 

 

 臨時委員長挨拶 

 市長挨拶 

 

委員長選出 

 臨時委員長から委員長の選出方法を投票による方法と指名推選による方

法のいずれによって選出するかを諮る。 
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 指名推選との発議があり、指名推選とすることに異議もなく、委員長に

浅岡保夫委員が指名され、指名者に対する異議もなく、同委員が選出によ

る決定がなされた。 

 

 委員長挨拶 

 

副委員長選出 

 委員長から副委員長の選出方法を投票による方法と指名推選による方法

のいずれによって選出するかを諮る。 

 

 指名推選との発議があり、指名推選とすることに異議もなく、副委員長

に内藤とし子委員が指名され、指名者に対する異議もなく、同委員が選出

による決定がなされた。 

 

 副委員長挨拶 

 

 

 （正副委員長日程調整のため、休憩） 

 

 休憩 午前１０時０６分 

 再開 午前１０時０７分 

 

委員長 休憩前に引き続き、会議を開きます。日程につきまして、ただい

ま副委員長と協議しました結果、本日は、一般会計の質疑を行い、明日は、

特別会計と企業会計の質疑を行い、質疑終了後、当初予算議案に対する採

決をしてまいりたいと思います。なお、本日、委員の慎重審査が予定より

早く進んだ場合には、引き続き、議案第２７号以後の質疑に進みたいと思
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いますので、よろしく御協力のほど、お願い申し上げます。また、委員会

の円滑なる運営のため、総括質疑との重複を避けていただき、質疑につい

ては、まとめて行っていただくとともに、質疑漏れのないよう、また、発

言は、議題の範囲を超えないようにお願いいたします。また、質疑に当た

りまして、ぺ－ジ数をお示ししていただき、必ず、マイクを使って的確に

お願いいたします。次に、本委員会記録の署名委員の指名についてであり

ますが、本件については、委員長からの御指名申し上げて、御異議ござい

ませんか。 

 

 「異議なし。」と発声するものあり。 

 

委員長 御異議なしと認め、副委員長の内藤とし子委員を指名いたします。

ただいまから、予算特別委員会に付託されました案件の審査を行います。

案件は、すでにお手元に配布されております議案付託表のとおり、議案第

２６号から議案第３３号までの８議案であります。当委員会の議事は、議

案付託表の順序により、逐次、進めてまいりたいと思いますが、これに御

異議ございませんか。 

 

 「異議なし。」と発声するものあり。 

 

委員長 御異議なしと認め、そのようにさせていただきます。よろしくお

願いします。なお、質疑漏れにつきましては、一般会計の質疑終了後と特

別会計及び企業会計の質疑終了後に、質疑漏れの部分について、質疑を許

可することといたしたいと存じますが、これに御異議ございませんか。 

 

 「異議なし。」と発声するものあり。 

 

委員長 御異議なしと認め、そのようにさせていただきますので、よろし
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くお願いいたします。また、休憩中等に当局の説明員が席を移動する場合

もありますので、御了承ください。これより議案付託表の順序により会議

を行います。その前に、当局から説明を加えることがあれば、お願いしま

す。 

総務部長 特にございません。 

委員長 これより質疑に入ります。なお、質疑に当たりましては、一般会

計は歳入、歳出ともに、款ごとに行ってまいります。特別会計及び企業会

計につきましては、議案ごとに歳入、歳出一括にて質疑を行ってまいりま

すので、質疑漏れのないよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

《質疑》 

議案第２６号 平成２６年度高浜市一般会計予算 

委員長 質疑は、歳入の１款から逐次各款ごとに行ってまいります。 

〈歳入〉 

１款 市税 

委員長 １款、市税について質疑を行います。 

問（６） 予算説明書の６０ページから６３ページの１款の市税全般につ

いて、お伺いいたします。平成２６年度の市税収入の予算編成に対し、ど

のような観点で作成されたのか、基本的な考えをまずお示しいただきたい

と思います。 

答（税務） 平成２６年度の市税収入の予算編成に対して、どのような観

点、基本的な考えをという御質問でございます。まず、自治体の本予算に

つきましては、よく言われますように、「入るを量りて出ずるを制す。」と

いう言葉がありますように、歳入についてはできる限り正確に、確実に見

込めるものを計上する責任があると考えております。そして、税収の見積

もりにつきましても、直近年度の決算見込み及び過去の調定実績、徴収実

績を基礎として、税制改正、それと景気動向を勘案のうえ、推計して、予
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算編成を行っております。 

問（６） 続きまして、市税の前年度比較について、お伺いします。予算

説明書の５７ページを見ると、市税全体で８２億円余りを計上しておりま

すけども、前年度予算と比べて、約５％弱、３億８千万円強の増額となっ

ております。この市税の増減額については、６０ページから６３ページの

比較欄に載っておりますけども、個々の税目について、その増減理由を、

わかれば教えていただきたいと思います。 

答（税務） それでは、市税の税目別の増減理由を御説明させていただき

ます。初めに、個人市民税でございます。６０ページに記載のとおり対前

年で、２億３８７万７，０００円の増額となっております。この増につき

まして、３点申し上げます。まず、納税義務者数でございますけども、２

万２，４００人から新年度は、２万３，３８９人と１，０００人弱、９８

９人の増を見込んだこと、それから徴収率、前年度は９６．５％だったも

のを、新年度は９７．３％。率にして、０．８％の増を見込んだこと。そ

れから、３点目としまして、防災、減災のための財源確保として、均等割

りの税率を、３，０００円から３，５００円へ、５００円を引き上げた、

このようによるものであります。次に、法人市民税でございます。法人市

民税については、対前年で１億１，１８６万５，０００円の増額となって

おります。法人市民税の予算につきましては、大手企業法人の直近の３年

間の平均を見込んでおりますけども、たまたまこの法人税につきまして、

平成２４年度の決算、それと、平成２５年度の決算見込みがふえてきたと

いうことで、アベレージ的に全体が上がったということでございます。次

に、固定資産でございます。固定資産については、対前年で６，７７３万

８，０００円の増額となっております。基本的には、評価替えの前年度で

ございますので、大きな増減はございません。ただ、固定資産の中で償却

資産が、平成２５年度、今年の決算額をもとに算出した結果、３，３００

万円ほどの増額ということになっております。続きまして、６２ページの

軽自動車税でございます。御案内のとおり軽自動車税につきましては、平
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成２７年度以降に新規に取得される新車の税率が引き上げられる予定であ

ります。このことから、駆け込み需要、それと、これまでの伸びを見込ん

で、全体で２５７万５，０００円の増額を計上しております。次に、たば

こ税でございます。市税の中では、対前年で唯一減額となっております。

この減の理由でございますけども、まず、高齢化の進展、喫煙と健康に関

する意識の高まり、喫煙をめぐる規制の強化、それと、増税に伴う定価の

改定、こういったことにより対前年で４４５万２，０００円の減額を見込

むものでございます。最後に、都市計画税でございますけども、全体とし

て、５９１万３，０００円の増となっておりますけども、土地と同様に、

評価替えではございませんので、大きな変動はありません。 

問（６） 続きまして、市税全体で、４億円弱の増額となっていますけど

も、内訳を見ると、先ほど、説明もありましたように、たばこ税が４４５

万円の減額、そのほかでいうと、個人市民税、法人市民税は、相当額の増

収を見込んでおりますけども、今後の見通しというのは、どのように見込

んでみえるのか、景気が若干良くなったからこういう計画になっていると

思うんですけども、この先どうなってくるかということを若干教えていた

だきたいと思います。 

答（税務） 市税全体では、前年度予算と比べて大幅にふえているという

ことで、景気も上向きのように思われます。ただ、平成２５年度、今年の

決算見込みが８２億３，７３８万１，０００円と見込んでおりますので、

ほぼ同じような額になっているということでございます。それで、今後の

見通しはという御質問でございますけども、御案内のとおり、法人市民税

の一部国税化の影響から法人市民税が減少となると、その上、消費税も４

月から引き上げられるということで、そういった駆け込み需要というのは

ございますけども、また逆に、この反動減があるということで、先が少し

不透明な状況だということでございます。ただ、今後も安定的な税収を維

持できるかどうかは、住民の個人所得の増加と、それがキーになってくる

と考えております。 
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問（６） 今の御説明の中で、法人市民税の一部国税化の話が出ておりま

すけども、もう少し詳しくお聞きさせていただきます。税制改正、平成２

６年度の当初予算に影響があるのかということ、まずお教えください。 

答（税務） 法人市民税の一部国税化の影響ということでございますけど

も、この国税化につきましては、平成２６年１０月１日施行、いわゆる平

成２６年１０月１日以降に開始する事業年度から適用されるということで

ございますので、平成２６年度予算には影響いたしません。影響受けるの

は、平成２７年度予算以降ということになろうかと思います。 

問（６） それでは最後になりますけども、今、影響が平成２７年度から

という御説明でしたけども、法人市民税の一部国税化が実施されるとする

と、高浜市に与える影響額がわかれば、お教えいただけますか。 

答（税務） 法人市民税の影響額ということでございます。平成２６年度

の当初予算ベースで大まかに試算した金額でございますけども、平成２７

年度の予算で、４，５００万円から５，５００万円程度、それから平成２

８年度予算で、約１億１，０００万円の減ということを見込んでおります。 

問（７） ６０ページ。同じく市税ですけど、平成２６年度からの復興増

税として、個人市民税の均等割の標準税率を５００円引き上げて予算計上

していますが、影響額は、どの程度見込んでいるかお願いいたします。 

答（財務） 復興増税の影響額ということでございますが、予算書のほう

にもございますが、納税義務者数を２万３，３８９人というふうに見込ん

でおります。この人数に５００円、それから徴収率、これを掛けますと、

約１，１００万円程度になるというふうに見込んでおります。 

問（７） 引き上げた分については、防災のための施策の財源として活用

されることだと思います。どのような施策に充当しているのか、お聞かせ

ください。 

答（財務） どのような施策に充当しているのかということでございます

が、充当の事業といたしましては、計画的に整備をいたしております災害

用資機材や備蓄品の購入ですね。その他といたしましては、防災マップの
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改訂業務などの財源とすることを予定いたしております。 

問（７） 今、お答えの中にはちょっとなかったんですけど、平成２５年

度で、防災ラジオや何かもあったと思うんですけど、念のために、これで

平成２６年度も一応予定されているのか。確認ですけども平成２５年度と

して、予定の販売の個数に対して、売り上げがどれだけあったかお願いし

ます。 

答（都市防災） 御質問の防災ラジオの件でございますが、平成２６年度

当初予算では、新たな計画としては載っておりません。現在の販売台数で

ございますが、本日、３月１１日現在、２２２台の販売状況となっており

ます。 

問（１２） ６０ページから６３ページの関係ですが、６２ページ、６３

ページ。法人税が、今、言われていました復興増税といいますか、防災、

減災の関係の増税が５００円ふえたわけですが、県のほうが、また５００

円ふえていると思うんですが、この関係で、個人市民税の、個人には、８

兆円の増税で、法人税は、合わせると２０兆円の減税になるという、国の

ほうの関係があるんですが、こういう関係で、やはり働いている人達のと

ころに儲けがこないと消費もふえませんし、ぜひそういう面では、法人の

資本金１０億円以上の法人への不均一課税を導入していただきたいと思う

んですが、導入すれば、６，９５３万円、見込みが、資料の中にもありま

すので、ぜひそういう施策をとっていただきたいと思うんですが、そうい

う点で、まずどうなのかということをお聞きいたします。 

答（税務） 資本金１０億円以上の不均一課税。資料ということで出させ

ていただきましたけれども、そもそも、この不均一課税を行える根拠とい

うことから若干御説明させていただきますけども、この根拠というのは、

地方税法の第７条に規定されております。その条文を申し上げますと、「地

方団体は、その一部に対して特に利益がある事件に関しては不均一の課税

をし、または、その一部に課税をすることができる」と規定されておりま

す。これは、いわゆる負担、過重規定ということで不均一課税の根拠にな
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っております。それで、不均一課税は、今のところ、今のところというか、

導入するつもりはございませんけども、その理由について、７点ほど申し

上げます。ただいま申し上げましたとおり、その一部に対して特に利益が

ある事件ではないということ、それから、課税の公平性、中立性の観点か

ら均等割については、資本金額や従業員数でしっかり区分されている。３

点目が、税の公平性の観点から、不均一な課税を実施するのであれば、全

ての法人でなければということでなければお認めいただけないと。それか

ら、高浜市が重点施策として進めています企業誘致、これにも影響が出か

ねないということ。それから、税制改正により一部国税化され、それのす

り替えになると。それから、今、国のほうで、今年の２６年度の税制改正

ではならなかったんですけども、実効税率を引き下げるようということが

言われています。このことについては、来年度以降も継続されるというふ

うに聞いております。それから、消費税も引き上がるということから、と

てもではないですけれども法人さんにはお認めいただけないという観点か

ら、不均一課税は行えないということでございますので、よろしくお願い

いたします。 

問（１２） 前に一回、この問題やっているんですが、なかなかいい返事

をいただけませんが、次に、都市計画税なんですが、０．３、目いっぱい

の税金をかけていますが、これを下げる考えはないのかどうか。碧南など

は、碧南でしたか、西尾でしたか、若干下げているようなこともお聞きし

ますが、高浜はどうなのかお示しください。 

答（税務） 都市計画税の引き下げの件でございますけれども、今年の２

月３日ですけども、県のほうから都市計画税について通知が発出されてお

ります。その中には、余剰金が数年にわたって生じるような状況となった

場合においては、税率の見直し等の適切な措置を講じてくださいというふ

うな文書がきております。ただ、高浜市のほうは、現状では税よりも事業

費が上回っていると。御案内のとおり、そういった状況でございますので、

今のところ税率を引き下げるというふうな考えを持っておりませんので、
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よろしくお願いいたします。 

問（１） 予算書の６０ページ、歳入の１款、１項、２目の法人市民税に

ついて、お伺いをいたします。法人均等割に係る法人数でございますが、

平成２５年度予算では、８７９社に対して、平成２６年度予算では、８６

３社と１６社減少しております。その主な法人と理由を教えてください。 

答（税務） 法人数、御覧のとおり１６社減ということになっております

けども、この減の算出につきましては、１１月１日ですか、予算編成時の

それまでの企業の解散、廃止、それと、設立、設置の加除をプラスマイナ

スしたものでございます。ちなみに、１６社のうち、１３社が第１号法人

ということで、業種としては、ほとんどがサービス業などのその他業種で

ございます。その他の廃止、解散の業種については、建設関係、１社、鉄

工関係、１社、窯業関係、４社ということでございます。 

問（１） 次に、法人税割について、お伺いをいたします。平成２６年度

の法人税割予算額、上位３社、教えてください。また、平成２５年度、法

人税割予算額と比べて増減が大きかった上位３社を教えてください。 

答（税務） 法人市民税の上位３社ということでございますけれども、全

体の３割ほど占める豊田自動織機が、平成２６年度の予算は、１億７，８

９７万２，０００円計上させていただいております。平成２５年度、前年

度が、１億５，１７５万１，０００円でございますので、増減、２，７２

２万１，０００円の増ということでございます。それから、日本ペイント

につきまして、平成２６年度が、４，４５９万６，０００円を計上。それ

で、平成２５年度が、２，０８３万４，０００円、差し引き、２，３７６

万２，０００円ということでございます。それから、増減の大きくはない

んですけども、大手の企業ということで、トヨタ車体のほうが、３，４１

５万７，０００円の新年度予算に対して、平成２５年度が、３，７２８万

６，０００円ということで、３００万円ほどの減ということになっており

ます。この３社だけで、トータル的に４，７８５万４，０００円の増と、

対前年比で１億１，０００万円でございますので、ほとんど５割が、この
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３社でなっているということでございます。 

問（１） 今、大手のほうもふえているということで、平成２５年度、法

人市民税の決算見込額を教えてください。 

答（税務） 平成２５年度の決算見込額は、７億２７８万６，０００円を

見込んでおります。 

問（１） およそ法人市民税の決算見込は７億円ということで、景気等上

向きだと思いますが、なぜ、平成２６年度の当初予算で、平成２５年度決

算見込み額より少ない６億５，０００万円と見込んだのか、その理由をお

聞かせください。 

答（税務） なぜ、平成２５年度決算見込みと比べて平成２６年度予算は

減少しているのかということでございますけども、まず、御案内のとおり

新聞報道されてみえる企業さんの転出で、２，０００万ほどの法人市民税

は減少ということになります。それから法人市民税を見るときに、まず償

却資産との因果関係、償却資産もふえれば、やはり、設備投資もされると

いうことで、法人市民税のほうにも税収は上がるということになろうかと

思います。しかしながら、償却資産のほうもあまり伸びていないと、若干

減っているような状況もあったり、ここのところもなかなかふえていかな

いと、そういったのを見ながら、やはり法人市民税についても昨年並みに、

今年度並みですか、に落ち着くというのはちょっとどうなのかなというこ

とから、若干下げた金額を計上させていただいた。気持ち的には、ふえて

もらいたいというのは思っております。 

問（１） 理解できる部分もあるんですけれども、平成２６年度予算額に

ついては、景気状況等総合的に勘案して、平成２５年度決算見込み並みか、

それ以上でもよいのではないかと私は考えますが、いかがでしょうか。 

答（税務） きょう、幸前委員の質問にもお答えさせていただきましたけ

ども。歳入を見るときに、できる限り正確に、確実に見込めるものを計上

するという意味で計上しておりますので、その点から、そのような大きな

金額は見込めなかったということでございますので、よろしくお願いいた
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します。 

問（１） 私は、やはり最低、平成２６年度、法人市民税当初予算額は、

平成２５年度決算見込みと同様の７億円を要望しておきたいと思います。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

２款 地方譲与税 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

３款 利子割交付金 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

４款 配当割交付金 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

５款 株式等譲渡所得割交付金 
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 質 疑 な し 

 

 

 

６款 地方消費税交付金 

問（７） 予算書の６６ページですね。地方消費税交付金のところでです

けど、平成２６年４月からの消費税率が引き上げられることになりますが、

平成２６年度、当初予算において、どのような考えで計上したのかお聞か

せください。 

答（財務） 考え方ということでございますが、基本的には、引き上げ分、

この影響を踏まえて予算計上といたしております。歳入のほうにつきまし

ては、地方消費税交付金の増額を見込んで計上をいたしております。それ

から、歳出のほうにつきましては、鉄道の運賃とか不透明な経費もござい

ましたし、あと、消費税の特例措置の対象となる、そういったものもござ

いましたので、そういったものは除いて、８％で計上をいたしております。 

問（７） それで、引き上げが実施された場合ですね、市への影響額はど

の程度見込んでみえるかお願いします。 

答（財務） 市への影響額ということでございますが、まず、歳出におけ

ます消費税の負担額でございますが、平成２６年度、８％で算定をした場

合は、約２億６，４００万円程度ということで、５％と換算した場合と比

較をいたしまして、約１億が増加するであろうというふうに見込んでおり

ます。これに対して、歳入のほうでは、地方消費税交付金として、５億３，

８００万円を計上しておりまして、このうち引き上げ分につきましては、

９，０００万円余りというふうに見込んでおりまして、平成２６年度の当

初予算で申し上げるとするならば、ほとんど影響はないというふうに考え

ているところでございます。 

問（１２） 今の関係ですが、歳入では影響がないというお話でしたが、
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これはなぜかという気がいたしますが、ちょっとそこの点でお示しくださ

い。 

答（財務） 歳入のほうでは、影響がないわけではございませんで、予算

書のほうも見ていただきますと、５億３，８００万円ということで、前年

度対比で、１億２，８００万円の増というふうになっております。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

７款 自動車取得税交付金 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

８款 地方特例交付金 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

９款 地方交付税 

問（１２） ここでちょっとお聞きしたいんですが、平成２４年度が３０

０万円でしたかね、３億３，０００万円でしたか、平成２５年度が２億９，

２００万円と、今度が、２億５，０００万円ということなんですが、これ

はどうしてかというのをちょっとお示しください。 
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答（財務） ここ数年、年々と計上額が減ってきていると、その理由はと

いうことだと思いますが、算定に当たっての基準財政収入額のほうにつき

ましては、個人の所得割がふえたり、固定資産税がふえたり、また、先ほ

どの地方消費税交付金がふえているといったようなことがございます。そ

れから、基準財政需要額のほうにつきましては、公債費等の元利償還金が

スタートするもの等もございまして、そうしたものを差し引きすと、年々、

額が減ってきているということになります。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

１０款 交通安全対策特別交付金 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

１１款 分担金及び負担金 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

１２款 使用料及び手数料 

問（１２） ６８ページのところで、５目の土木使用料の関係で、住宅使

用料がありますが、前年度が６，４８５万３，０００円、減っているんで
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すが、借上公共住宅のほう、住宅が廃止になった関係だと思うんですが、

これ、あと幾つあって、幾つ使・・・、何ていうか、利用されているのか、

幾つ空いているのか、そこの点をお示しください。 

答（市民生活） まずは、増減理由でございますが、御指摘のとおり、借

上公共賃貸住宅の返還に伴うものでございます。あと、残りの返還の状況

でございますが、残りは、四つございまして、現在のそれぞれが１０戸あ

りますので、全部で４０戸になります。４０戸のうち、現在の直近の入居

率で申し上げますと、１８戸入っておりまして入居率としては４５％と、

このようになってございます。 

問（１２） これは、いつが最後の廃止時期だったんでしょうか。それで、

４５％ということは半分以下ですので、この、その間、どのような取り組

みをされていくのか、お示しください。 

答（市民生活） 残りの四つでございますが、一つずつ返していきまして、

最終年度で２棟返しますので、今から３年で返還が終了する見込みとなっ

てございます。あと、入居率を高める方策でございますが、やはり、入居

をお決めになる場合というのは、一番大きな問題については、立地条件で

すとか、あと家賃の問題がございます。その中で、その近傍住宅と比べま

して少し広い物件になりますので、ファミリー向けになりますので、私ど

もといたしましては、今、とかく民間の賃貸住宅のほうで敬遠されがちな、

外国人の方、そういった方にアナウンスをしてまいりたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

１３款 国庫支出金 
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 質 疑 な し 

 

 

 

１４款 県支出金 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

１５款 財産収入 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

１６款 寄附金 

 

 「早い。」と発声するものあり。 

 

委員長 いいですか。１２番、内藤とし子委員。寄附金です。１６款、寄

附金です。 

問（１２） ふるさと応援寄附金というのが載っているんですが、１００

万円。今、寄附金をもらうと、いろんな品物を返すというようなところも

あると聞いているんですが。ちょっとそんなのをやっていると、という気

もするんですが、高浜市は、そういうことはどういうふうになっているん

でしょうか。 
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答（人事） 高浜市の寄附金の謝礼をどうしているかという御質問だと思

いますが、謝礼につきましては、寄付金額、１万円以上の市外在住者に対

しまして、今のところ六つの謝礼品をお返し、お送りさせていただいてお

ります。 

問（１２） どういうものをお返ししているんでしょうか。 

答（人事） 六つの謝礼の内訳でございますが、１点目が、「高浜とりめし 

お楽しみセット」。２点目が、「干支瓦」でございます。干支瓦は２種類御

用意をさせていただきます。あとは、「タカハマ物語青春の雫」のお酒とＤ

ＶＤのセット、これが２種類ございます。あと最後の１点は、「かわら美術

館」の年間会員券でございます。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

１７款 繰入金 

委員長 質疑もないようですので、１７款の質疑を打ち切り・・・ 

問（１２） １７款の繰入金のところに、港湾環境対策基金というのが、

昨年度あったんですが、今回は計上されていませんが、これはどういう理

由で載っていないのか、お願いします。 

答（都市整備） 港湾対策基金というものですね、今年度、東海樋門のと

ころで、繰入金をさせていただきました。この工事をやらせていただきま

したもので、繰入金になります。これ来年度、平成２６年度はありません

ので、それがなくなっている状況でございます。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 
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１８款 繰越金 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

１９款 諸収入 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

２０款 市債 

問（１） 歳入、２０款、１項、１目、土木債について、お伺いをいたし

ます。「（仮称）論地どんぐり公園整備事業」についてでございますが、な

ぜ、起債をしたのか教えてください。 

答（財務） なぜ、起債をしたのかということでございますが、起債は、

委員御承知のとおり、財政負担の平準化を図るという機能を持っておりま

して、財政運営上、財源確保策として、必要な制度であるというふうに考

えております。この土木債以外もそうなんですけれど、計上に当たっては、

交付税に算入される、そういった市にとってメリットがあるものを最優先

に考えているということでございます。これを借り入れたというのは、将

来を見据えた形で、財政負担の平準化、こういったことも観点に入れなが

ら、計画的な財政運営に努めていくといった観点で借り入れを行ったとい

うことでございます。 
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問（１） 平成２６年度当初予算や現在の本市の財政状況を勘案すると、

２，３００万円という額であれば、財政調整基金の繰り入れ、もしくは、

税収予算、先ほど法人市民税もふやせると、そういった手法を取ることに

より、借金する必要はなく今後の利子分も不要ということになり、市民の

皆さんの税金のロスは防げると思います。最近の予算では、起債できるも

のはとりあえずしておくというふうに感じるのですが、いかがでしょうか。 

答（財務） 起債に当たっては、将来を見据えて財政運営をしているとい

うことは、まず御理解をいただきたいなというふうに思います。単年度で

見れば、委員がおっしゃるとおり、借り入れなくても対応できるといった

場合もあろうかとは思いますが、将来を見据えた計画的な財政運営、これ

に努めていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

問（１） 決して、起債することを反対するのではなくてですね、本当に

必要なものに限定して、例えば、事業費が億単位以上のものに起債をする

基準やルールを決めて、計画的に起債することを要望しておきたいと思い

ます。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

委員長 以上で、歳入についての質疑を打ち切ります。ここで、暫時休憩

したいと思います。再開は、１１時５分。 

 

 休憩 午前１０時５３分 

 再開 午前１１時０３分  
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〈歳出〉 

１款 議会費 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

２款 総務費 

問（１０） それでは、主要新規の４ページ、予算説明書では１０９ペー

ジになりますが、アシタのたかはま研究事業の中で、研究所アドバイザー

謝礼が載っておりますけども、どのようなアドバイザーを考えているのか、

その理由をお聞かせください。 

答（地域政策） 研究所のアドバイザー謝礼ということでございますけれ

ど、高浜市の将来を見据えた市のコアな政策、研究及び心地よさを高める

研究、実践につきまして、その研究テーマに応じて専門家のほうに助言、

指導をいただきたいと、このように考えております。 

問（１０） その下にちょっと聞きなれない、幸せリーグ加盟自治体負担

金とありますけども、この目的、加盟する目的は何なのか、お聞きいただ

きたいと思います。 

答（地域政策） 幸せリーグへの加入目的ということでございますけれど

も、やはり、先進事例の情報収集、調査研究及び加盟自治体間の幸せ等々

の住民の幸せを高める取り組みについての情報交換を高める中で、どのよ

うな取り組みが効果的なのかというようなことを、そこで得た情報を今後

の研究に生かしていくということでございます。 

問（１０） いろんな問題点をこのアドバイザーからいただいて、加盟自

治体からもいろいろ情報収集をするということで、いろんな問題点が出て

くると思いますけども、こういう問題点を職員によっては、かなり温度差

があるかなという気がするんですが、その職員の中で、こういう問題点を
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どう共有していくのか、どう捉えてそれを押し進めていくのか、そんな考

えが、この中からお考えがあるなら教えていただきたいと思います。 

答（地域政策） 今回、研究所を立ち上げるというのが、まさにそこでご

ざいまして、今までは、各所管グループのところでそれぞれの政策につい

て研究しておりましたけれども、やはり今後、高浜市がどのように生き延

びていくといいますか、持続可能な自治体をつくっていくといったときに

は、やはり、グループを横断するような形及び中長期的なところで力を高

めていく必要がある。それで、政策研究する中で、自治体職員の力も伸ば

していくと、このようなことを総合的に高めていきたいなということで、

今回、研究所を立ち上げるに至ったわけでございます。 

問（１０） ぜひ、市民からの問題点を共有して、素晴らしい事業にして

いただければと思います。少しちょっと戻りますけど、９６ページの市民

活動費の中のですね、全体として、１億１，３７５万６，０００円と、前

年比と比べまして、４，７００万円強ふえているわけですけど、その理由

をお聞かせ願いたいと思います。 

答（地域政策） 市民活動支援費というのが、４，７００万円ほど増加し

たという理由でございますけれども、まず、一点目でございますけれども、

９７ページのこの地域内分権推進事業というのが、昨年度までは、２款、

１項、１９目、構造改革推進費の中でございました。これを、今回、自治

基本条例に地域内分権が規定されるなど、構造改革の要素が薄れたという

ことで、市民活動支援費に、この３，９７６万１，０００円が載ってきた

ということ、及び、市民活動運営事業の中の町内会集会所等建設費補助金

のところに、１，３５０万円、集会所の補助金が載ってきたと、この二つ

の理由によって、この目の増加となったということでございます。 

問（１０） それと先ほど、今説明がありましたように町内会の集会所と

いうことですけれども、実際どこの町内会が、この建設に当たるのか教え

てください。 

答（地域政策） この町内会の集会所につきましては、八幡町、新田町町
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内会でございます。 

問（１０） 同じく、９７ページの市民予算枠事業の交付金ですけど、５，

５００万円と、前年比に比べまして、６００万円の減になっておりますけ

ども、その理由をお聞かせ願いたいと思います。 

答（地域政策） 市民予算枠事業交付金が、６００万円ほど減になったと

いうことでありますけれども、昨年度までは、個人市民税、５％の市民予

算枠と呼んでおりますけども、そこから子ども医療費の無料化にかかる金

額を差し引いて、６，１００万円を毎年当初から計上しておって、枠取り

という意味で取っておったんですけども、事業開始以後４年を経過したと

いうことで、実績がある程度見込める状況になったということでございま

して、来年度の交付見込額として、５，５００万円を計上させていただい

たということで、６００万円の減ということでございます。 

問（１０） １０３ページの広報広聴事業の中の印刷製本費が、５０万６，

０００円増加しているようでありますけども、この理由について、お聞か

せ願いたいと思います。 

答（地域政策 主幹） 「広報たかはま」では、親しみやすく手に取って

いただける紙面づくりを目指して、まちづくり活動など市民やまちの動き

をお伝えすることに力を入れてまいりました。その中で、さらに魅力ある

広報とするために、ほかの自治体の広報紙を研究する中で、モノクロの紙

面では限りがあるということから、平成２６年度より１日号は、表紙を２

色からフルカラー、記事を２色、そして、１５日号は、表紙、記事ともモ

ノクロから２色刷りに変更させていただきたいと思っております。また、

新年号の別冊として、１年のまちの動きや心地よさを発信する特集号の発

行を予定しておりまして、これらの理由により印刷製本費が増加したもの

ですので、よろしくお願いしたいと思います。 

問（１０） 市民の皆さん方からも、少し読みにくいね、あるいは、その

色がなくて華やかさがないねと言われていましたので、大変見やすくなる

のではないかなとちょっと期待をしております。１１３ページの委託料、
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夜間防犯パトロール委託料、４７１万８，０００円が計上されております

けども、今年度も実施していただいて、来年度も実施ということでありま

すけども、この夜間パトロール、その時間と時期は、どのようになってい

るのかお聞かせ願いたいと思います。 

答（都市防災） 夜間防犯のパトロールの時間と時期ということで、時期

につきましては、今年度ちょっと遅かったということもありますので、年

度早々にやっていきたいというふうに考えております。時間につきまして

は、午後１０時から午前４時までの６時間という形で、今、予定をしてお

ります。 

問（１０） 夜間パトロールを実施して、数字的に犯罪が少なくなったと

いうような捉え方がなかなか難しいかと思いますけども、こういった夜間

パトロールをやらせた、やったというだけではなくて、やはり、まち協で

あるとか町内会の皆さん方とですね、犯罪を共有するという意味からもし

て、この夜間パトロールが、まち協と町内会、どう捉えて、皆さん方がど

ういう行動、これを捉えて行動されるのか、どんなお考えがあるのか、結

びつきができるのかどうか、そこら辺のお考えがあれば、お聞かせ願いた

いと思います。 

答（都市防災） 高浜市のみで防犯の活動をしていくというのは非常に難

しく、今、委員の言われたとおりですね、地域の力を借りて一緒にやって

いく、それが、効果があるというふうに考えております。実際に、各まち

協さんのほうには、犯罪発生件数、そういった情報も御提供させていただ

いておると、あとは合同で、昨年度も実施いたしましたが、一緒に青パト

を１１台、全部集合させてですね、合同でパトロールをという形もやって

おります。そういった形で、地域と碧南警察署、私ども行政がですね、３

者が一体となって、今後も取り組んでいきたいなと考えておりますので、

御協力もよろしくお願い申し上げて、回答とさせていただきます。 

問（１０） 本当に、最初に言いましたように、夜間パトロールやってい

ます、やらせていますではなくって、しっかりと市民とつながりのつく、
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防犯活動にしていただきたいなと思っております。 

問（１６） ページ数が、１０１ページ。７目、職員管理費の職員の研修

事業ですけれども、５４６万３，０００円、これは予算書見ますと、これ

年々増加されているようですけども、その理由について伺いたいと思いま

す。 

答（人事） 平成２６年度の職員の研修事業でございます。対前年比、約

１００万円増加しているんですけれども、主な増加の要因でございますが、

現在、内閣府の派遣職員を入れ替えるためによるものが主なものでござい

ます。研修旅費では、現在、内閣府へ派遣している職員が、平成２７年度

より入れ替わるため、その移転料、９万４，２２０円を二人分、さらに災

害派遣職員の下見旅費としまして、１３万７，０００円を見込んでおりま

して、それで対前年比、３９万２，０００円の増ということで見込んでお

ります。また、住宅借上手数料、火災保険料、職員の住宅敷金、礼金とし

て、５３万円を見込んでいるところでございます。 

問（１６） こういった、研修を通しての効果の狙いといいますか、そこ

も伺っておきたいと思います。 

答（人事） 今回の研修の増加ですが、東京に派遣している研修旅費の入

れ替えでございますが、研修全体といたしましては、市長の施政方針にも

ありましたように、平成２６年度におきましては、管理職を対象にしたマ

ネジメント研修を実施しまして、組織内マネジメントや部下の育成、業務

改善の能力を向上させてまいりたいと思っております。また、民間の経営

手法や業務改善手法を学ぶため、株式会社豊田自動織機へ職員２名を派遣

しまして、その研修成果を生かして、市役所の業務改善につなげてまいり

たいと思います。そのほかにおきましては、昨年度に引き続いてでござい

ますが、ただ単に聞くだけの研修ではなく、本人のやる気につながるよう

な研修、例えば、自治大学校や地域リーダー養成塾、やねだん郷土（ふる

さと）創生塾など実施してまいりたいと考えております。 

問（１６） しっかりと研修を受けていただいたあと、職員力をアップと
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いうことで、現場で大いに発揮できるような研修となりますように、よろ

しくお願いいたします。それから、１０７ページ。新規の３ページですけ

れども、市庁舎あり方公募事業ということで、１，７００万円、この内容

について伺います。 

答（行政） ただいま御質問をいただきましたことにつきましては、先日

の総括質疑の中でもお答えをいたしておりますけれども、まず、１，６８

０万円につきましては、平成２６年度におきまして、市庁舎のあり方につ

いて公募支援事業を行っていく。その内容について、主要新規で申し上げ

ますと、３ページになりますけれども、事業内容欄に掲げました実施内容

について下欄の事業実施スケジュールに沿って１年間行っていく。これら

の業務につきましては、民間のノウハウ等、幅広い提案を受けるというこ

とになりますので、これらについて審査をしていく体制でありますとか、

また、幅広い提案を求めていく上で、法務でありますとか、金融でありま

すとか、また、建築技術でありますとか、そういった多方面な支援が必要

になる。こういった支援に係る人工分について積み上げたもの及び弁護士

の支援費用などを合わせまして、１，６８０万円という形で計上させてい

ただいております。また、１，７００万円のうちの２０万円、消耗品費が

ございますが、さまざまな形で資料を用意いたしますので、これについて

は、カラーの印刷等必要もございます。そういったことから、カラーのイ

ンクトナーなどを計上させていただいているところであります。 

問（１６） 専門のコンサルト会社は、これは、委託先はどういった会社

になりますでしょうか。 

答（行政） 委託会社につきましては、予算が御可決いただければ、平成

２６年度ということですので、早急に、委託会社について選定を進めてい

きたいと思っております。時期につきましては、４月早々、内部的な、例

えば、指名業者審査委員会などでお諮りをして、正式決定いたしていく予

定でございます。 

問（１６） この市庁舎あり方ということで、市民の皆さん、かなり注目
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度が高いわけですので、今後、進めていく上でスケジュールも載っており

ますけれども、市民に公表できるところは、できる限り公表していただき

まして、皆さんが納得いく形で推進をしていただきたいというふうにお願

いしておきます。 

問（１４） 私のほうから２点ほど質問させていただきます。１点目は、

先ほど、１６番委員が質問されました庁舎のあり方公募の件と、もう１点

は、滞納整理機構についてですけども。まず初めに、予算書でいうと、１

０７ページに当たります。主要新規の内容でいきますと、３ページに当た

りますけども、この３ページに基づいてお尋ねしたいと思いますけども。

この事業は、耐震も含め庁舎のあり方ということで、非常に重要なテーマ

で、しかも、スケジュール見ますと１年間で重要な決定をしながら事業者

を選定していく。そして来年の３月には、決定をして議会に諮るというよ

うな、非常に、私が見たところタイトなといいますか、大変な作業をこれ

からされていくのだなというふうに印象を持つんですけども、担当者の方

には大変御苦労かけるんではないかなと思いますけども、一つ、よろしく

お願いしたいと思いますけども。まず、スケジュール、下のほうに載って

いますけども、これそれぞれのスケジュールの、簡単にというか、要領よ

く、どんなふうにものごとを検討して決めて、次に進んでいくのかという

ことをお尋ねいたします。 

答（行政） 主要新規に沿った形で、御説明させていただきたいと思いま

す。まず、実施方針の概要につきましては、過日の一般質問の中で御質い

ただきまして、お答えをしておりますので、その部分以降の部分について、

お答えを申し上げます。６月から募集要項、審査基準等を作成してまいり

ますが、この審査基準等の中には、庁舎をどういうふうな性能にするのか

という、性能を定めました業務要求推進書の作成を行ってまいります。こ

れらが定まりましたら、８月から１１月までの４カ月間でございますが、

公募型のプロポーザル方式によりまして、民間事業者からの幅広い提案を

募っていく予定でございます。公募に先立ちまして、選定委員会を設置い
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たしまして、民間事業者からの提案を審査する基準なども、この時期に合

わせて策定、公表をいたしたいと思っております。次に、１２月でござい

ますけれども、いただきました提案を審査する機関を設けておりまして、

先ほど申しあげました選定委員会の委員による審査のお願いをいたします。

また、年明けの１月から２月でございますけれども、まず、これは優先的

に交渉する業者が選定をいたしましたら、その業者と具体的な契約内容に

ついてのもろもろの条件の協議をいたしまして、３月を目途に、例えば、

仮契約いたしまして、本契約の議案等を議会のほうに、付議させていただ

きたいと思っております。タイトなスケジュールではございますが、庁舎

の耐震性の問題は喫緊の課題でございますので、スピーディに務めさせて

いただきたいと思いますことと、先ほど、小野田委員より市民への公表と

いうことをいただきました。基本方針につきましては、既にホームページ

のほうで公表いたしておりますし、この実施方針等についても、公表をし

ていただく予定でございますので、よろしくお願いいたします。 

問（１４） ８月から公募されるというふうな予定になっておりますけど

も、実際に、この１月に新しい地域活動拠点の形成を目指してということ

で、報告されておりますけど、その中を読んでみますと、いろんなあり方

というんですかね。いろんな庁舎のいろんなあり方を検討する。何という

か、模索するという中で進んでいくということですけども、実施に応募を

するというか、公募を求める場合に、ある程度、こう方針を出さないと応

募する方もできないと思うんですけど、その辺の、何ていうか、実施方針

の作成のところでやられるのか、どの辺で、ある程度の方針が決まってく

るのか、その辺をお尋ねしたいと思います。 

答（行政） 基本方針につきましては、先に策定されました公共施設マネ

ジメントの基本方針や公共施設の改善計画案の御提案の内容をお受けする

形で作成をしてございますので、この時点におきましては、幅広な選択肢

を想定した内容となっていることにつきまして、御理解いただければ思い

ます。しかし、御指摘いただきましたように、実際に、民間提案を求めて



 30 

いく段階では、特に民間事業者に力を入れて提案してほしい部分でありま

すとか、市の意図、目的、市がどういうことを求めているのか、これらの

意思が伝わるように、事業スキーム等をある程度絞り込んだ形で実施方針

に示していく必要があるものと考えております。その後でございますが、

公募に際しまして、実施方針をさらに具体化した募集要項、業務要求水準

書というところで、かなり具体的なものをお示しできるのではないかと考

えております。 

問（１４） そして、この選定委員会を設けてやるということでございま

すけども、どのような形の組織になるのか、その辺についてお聞きします。 

答（行政） 委員会の組織でございますが、基本方針の中で、民間事業者

の建物レイアウト等の企画、施工能力、金融能力等々に期待をした広範な

民間提案を求めていくということでございますので、選定委員会の組織、

とりわけ委員の構成につきましては、これら民間提案を客観的に審査して

いただくため、事業に関する知識や経験、あるいは業務に精通した方、こ

ういった方々に委員に御就任をいただくのがふさわしいのではないかと考

えております。こうしたことから、建築・技術、あるいは、財務・金融又

は契約・法務等、マネジメントに詳しい学識経験者や専門家の方を含めた

りした委員会を組織したいと思っております。 

問（１４） 最後になりますけど、来年の３月には、議会のほうに上程さ

れるというような形になっておりますけども、上程する以上、ある程度の

イメージといいますか、どんなものができるのかなということが、どんな

事業になるのかということが具体化されると思いますけど、具体的なこう

もし議案が出るとしたら、どの内容の議案になるのか、どういった程度の

議案になるのか、お尋ねします。 

答（行政） 初めに、あくまでも民間提案の内容によりまして、議案の内

容というものが異なってくるということで、御理解いただきたいと思いま

す。例えば、一定金額以上の契約につきましては、議会の御議決をいただ

くことになっております。市の条例では、１億５，０００万円以上の工事
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または製造の請負ということでございまして、提案部分に係る工事費用が

１億５，０００万円以上であれば、契約議決の対象になってまいりましょ

うし、今回、事業費の平準化ということを基本方針の中でいっております。

また、事業期間も２０年ということをいっておりますので、長期の債務負

担行為ということも場合によっては想定されます。そうした場合には、債

務負担行為の御議決をいただいたり、当然、平成２７年度は、新しい事業

が、何らかの形で予算措置が必要になってまいりますので、平成２７年度

当初予算は、当然、お出しする必要があるものと思っております。 

問（１４） 市庁舎、多数の市民の方が毎日のように利用されるわけであ

りますし、災害が発生すれば、それが拠点、防災拠点、あるいは、復興拠

点ということの大きな役割を果たすところでございますので、この策定に

当たりましては、先ほど１６番委員からもありましたけれども、市民に十

分な情報提供、また、我々議会に対しても十分な情報提供をいただきまし

て、進めていただくようお願い申し上げます。次に、予算書の１１９ペー

ジの西三河地方税滞納整理機構負担金について、お尋ねいたします。平成

２５年度は、負担額は４０万円計上されておりまして、この２６年度につ

きましては、５２万円ということで、１２万円増額されておりますけど、

その理由についてお聞きします。 

答（税務） 滞納整理機構の負担金の増ということでございます。これま

での歳出根拠は、均等割が３０万円、件数割が１０万円ということで、合

計、４０万円でありました。平成２６年度につきましては、均等割の３０

万円は同じでありますけども、引き継ぎ件数をこれまで５０件というもの

を１１０件にふやすということから、件数割が２２万円となり、１２万円

の増となったものでございます。 

問（１４） 引き継ぎ件数ですかね、これが５０件から１１０件にふやし

たというか、ふえたというのか、その理由というんですか、意味は、どの

ようなものがあるのかお尋ねします。 

答（税務） 引き継ぎ件数、６０件増ということになったんですけども、
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これまでの引き継ぎ条件が、若干緩和というか、条件が変わったというこ

とでございます。具体的には何が変わったかということなんですけども、

基本的には、５０万円以上のものというのが第１の条件、それを原則とし

てということに変えましたので、５０万円を少し割っても引き継ぎができ

ると、もう１件は、市外、市内に対しても引き継ぎができるということか

ら、それ合わせて、双方で平成２６年度は、１１０件は可能ということを

判断しまして、ふやしたということでございます。 

問（１４） わかりました。条件が緩和されたということでございます。

参考までに、平成２５年度か。平成２５年度、まだ終わってはおりません

けど、平成２５年度の実績が、前年度と比べてどのようになっておるのか、

お聞きします。 

答（税務） 今年度の実績ということでございます。御案内のとおり、滞

納機構は平成２３年度に導入しておりました。平成２３年度の徴収率が、

３８％。昨年が、５１．６％。今年度が、平成２６年１月末現在でござい

ますけども、引き継ぎ額が７，４９７万２，２３０円。収入額につきまし

ては、５，１９３万４，０８９円ということで、徴収率が、６９．３％に

なっております。したがいまして、前２年に比べまして、大きく上回って

おります。 

問（１４） 年々、成績が上がっておるというか、有効性が実証されてい

るということでございます。滞納整理機構は、税の公平性を実現するため

に、非常に大切な事業だと思っております。担税力がありながら納税をし

ないというような方に対してきちんとした、配慮しながらもきちんとした

納税、滞納処分についてですね、きちんと示していくことが大事なことだ

と思いますので、これからもしっかりと取り組んでいただきたいと思いま

す。 

問（７） 主要新規の５ページ。予算書でいくと、１１５ページになりま

すけど、この部分の事業費、積算内容の部分で、防災マップ、今回予定さ

れているのが、地震編と風水害編の２種類ということになっています。今
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までというか、今回つくられる前のマップですと、高浜市地震防災マップ

並びに高浜市水害ハザードマップというものだと思っています。あと、そ

れを改めて地震編、風水害編ということで変えるということかということ

と、それから、あと同じように、マップではないですけど、防災ガイドと

いうのが、我が家の防災ガイドですか、各学区別であったと思うんですけ

ど、防災マップですね、これは今回つくられるかどうかお願いいたします。  

答（都市防災 主幹） 今、御質問のありました防災マップにつきまして

は、愛知県のほうが現在調査をやっております南海トラフ巨大地震の被害

想定に基づき改定するものでございまして、現在の防災マップは、委員お

っしゃられたように、地震防災マップと水害ハザードマップの２種類にな

っておるんですが、今回の被害想定で基づきますと、やはり、地震に伴う

津波の浸水区域というのが、恐らく大幅に変更されるということで、地域

防災計画に合わせた形で、地震編と風水害編という形で２種類作成させて

いただくものでございます。こちらにつきましては、内閣府のほうで最大

クラスということで、平成２４年８月に出されておりますが、現在、愛知

県におきましては、それに加えて過去の地震、宝永地震を初め既往５地震

の被害想定を元にしたものも作成しておりますので、地震につきましては

最大クラスの防災マップと対策目標レベルの防災マップの２種類が作成さ

れる予定で進めております。また、各学校の小学校区のマップにつきまし

ては、今回のこのハザードマップのほうを作成したあとに、地区ごとのも

のを次年度以降で考えていきたいというふうに思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

問（６） ちょっと重複するかもしれないですけれども、若干質問させて

ください。まず、９７ページ、２款、１項、３目の市民予算枠事業、これ

は先ほどの説明の中でも、個人市民税の５％の枠を使ってという御説明あ

りましたけども、今というか、昨年からどの程度、５％枠の中のどの程度

の金額になっているかということ、教えていただきたいですけども。 

答（地域政策） 予算枠の中の今年度の中で計上させてもらったのが、市
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民予算枠事業と子供の医療費の無料化に係る部分、そして地域への委譲事

業ということで、合わせて個人市民税の３．８％を計上させていただいて

おります。 

問（６） ではですね、その５％枠というのは、多分、今３．８％という

数字ですので、そんなにシビアに管理する必要はないかと思いますけども、

具体的に、その予算つくるときには、当然、意識されていると思うんです

けども、実施段階でどういう管理されているのかということを教えていた

だけますか。 

答（地域政策） まず市民予算枠につきましては、枠として５，５００万

円ほど用意しておいて、地域のほうから上がってくるものについて交付金

をおつけするということで、それは、今現在でいきますと、来年度の事業

計画、ほぼ出てきておりますので、そのようにその申請に基づいて予算を

計上させていただいたということでございます。地域への委譲事業という

ことにつきましても、ほとんど、あまりプラスの要因はなく、例年、同じ

ような金額を計上させていただくということでございます。残り、市民提

案型というのがございまして、実は、これ実績がないんですけれども、提

案は、１件あったことがあるんですけど、市民提案型というのは、市民の

方がこうやって、やってほしいよということを審査会で審査していただき

まして、それに基づいて、それが審査を通ると款項目決定後、事業予算を

計上していくということでございまして、その市民提案型のところが、現

在、申請がないという状況でございますので、この制度のあり方を含めて

ですね、平成２６年度は、ちょっと考えていきたいなと、枠のことも含め

て考えていきたいなというのが、今の現状でございます。 

問（６） 今回質問させてもらっているのは、５％枠というのを定義つけ

てやられているんですけども、予算書だけ見ていると非常にわかりづらい。

どういう形で運用されているかというのがわかりづらいものですから、そ

ちらで、当局側できちんと管理されているということがわかれば、それは

それでいいと思うんですけども、何か、その辺が見える化できるような形



 35 

をできればやっていただかないと、その５％がどうなっているのかという

のがわからないものですから、その辺はよろしくお願いしたいと思います。

続きまして、今回、廃止事業になっていると思うんですけども、行政評価

事業、昨年までは出ていたと思います。これ実は、事業仕分けから行政評

価という形に姿を変えて、行政の事務事業、どういう形で遂行されて、ど

ういう結果になったということを評価していただく事業だと思うんですけ

ども、なくなって、今後、どういう形でそういうところをカバーしている

のかということ、わかれば教えていただきたいですけども。 

答（財務） 委員、御指摘のとおり、予算書上では事業としてなくなって

いるということになります。ただ、総合計画の進行管理、これを行ってい

く上では、当然ながらアクションプランの評価ですね。点検、確認という

ことは必要となりますので、継続して行っていくということになります。

しかしながら、これまで実施してきた中で、対象となる事業が多いとか、

事業コストに対する評価が不十分であるとか、あとは外部評価の結果を生

かすことができる、そういった時期に実施がされていないと、そういった

仕組み自体にも課題が発生しているといったことが事実でございまして、

行政評価委員会からも報告書の中で、同様の御指摘をいただいているとい

うところでございます。加えて今年度をもって市民会議、これも終了しま

すし、また、既存事業の見直しにもしっかりと着手をしていかなければい

けないということで、こういったことを総合的に判断をして、行政評価委

員会による外部評価、これについては、一つの区切りとしようとしたとこ

ろでございます。今後、どういった形で評価を行っていくのかということ

になるわけですけれども、これまで評価を行ってきたことで、しっかりと

ＰＤＣＡサイクルの仕組みが定着しましたよということ、それから職員の

意識改革といったところにもしっかりとつながっておりますので、基本的

には、行政による内部評価で対応していこうというふうに考えているとこ

ろでございます。また、施策評価につきましては、これまで同様、実施を

していきますので、第６次総合計画推進会議におきまして、施策の点検、
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確認をする中で、アクションプランの点検、確認についても合わせて行っ

ていただくということを予定いたしております。 

問（６） 前回までは、非常にわかりづらかった。正直に評価するところ

が、二カ所あるようなイメージがあって、そういう面でいうと、計画をつ

くったところが評価する、そういう形に戻していただけるんであれば、そ

れがやはり素直な形かなというふうに感じます。続きまして、１０９ペー

ジ、２款、１項、１２目、公共施設のあり方計画推進事業、これなんです

けども、要は、公共施設のあり方検討委員会から方針は出されたんですけ

ども、ここで具体的にどういうものが出てくる、どういう作業するものな

のかということ、まず教えていただきたいですけども。 

答（経営戦略） 御案内のとおり、公共施設のあり方検討につきましては、

これまで平成２３年からずっと続けてまいりまして、平成２５年度をもち

まして、公共施設のあり方計画でございます公共施設のマネジメント基本

方針が改善計画案、それで、今、取りまとめの作業を進めております保全

計画の案といったものが取りまとめのほう終える予定でございます。先の

総括のときにもお話をさせていただきましたけども、一部、その保全計画

の取りまとめにつきましてはですね、いろんな作業がございまして、繰り

越しをさせていただくというようなところで御案内はさせていただいてい

るというところでございます。今回、この保全計画までお示しをさせてい

ただくとですね、その中では、今後、その４０年間というスパンの中で、

いわゆるその保全スケジュールといいますか、どの施設をどの時期にそう

いったものといったものを取りまとめのほうさせていただく。そういった

ような方向性というのをお示しができるのかなというふうには思っていま

す。 

問（６） １月の終わりに秦野市さんがみえて、講演いただいたと思うん

ですけども、そのときに、聞いていて素直に聞こえたのが、やはり公共施

設の中でも優先順位づけをして、それで取り組んでいますというお話され

ていましたけども、そこまでのものが出される予定があるんですか。 



 37 

答（経営戦略） 当然、そういったところも踏まえた内容を御提示のほう

させていただくという予定でございます。 

問（６） 先ほどの公共施設の中の話になりますけども、先ほどの市役所

庁舎のあり方、これから検討されるというお話をされていましたけども、

よくわからないのが、検討するのはいいんですけども、何かつくるときに、

どれくらいの費用、多少、アレンジがあるかもしれないですけれども、ど

ういう内容で、その提案いただくようなことを考えてみえるのか、例えば、

１０億円のものをつくるのと、１００億円のものをつくるのと、全然、提

案の内容変わってきてしまうと思うんですけども、そういう面でいうと、

どの程度のもので検討いただくようなこと、検討されているんですかね。 

答（行政） 整備及び運営に係る費用の上限ということでございますが、

先ほど、内藤皓嗣委員の御質問の中で、５月末の実施方針の公表の段階で

は、市の意図、目的、こういうふうにしてほしいというような事業スキー

ムの基本的な骨子をお示ししたいということを申し上げました。そういた

しますと、市の基本的な考え方が決まりますと、提案の内容というものも

大体絞られてくる。提案の内容が絞られてきますと、それに必要な事業費

というものもおおむね絞られてくるということで、一つ、目標となります

のが、現庁舎の耐震改修を行う場合、これが基本設計額で１４億円という

ことを、以前お示しをしておりますので、整備費については、一つ１４億

円ということが一つ目標になってくるのだと思います。また、運営費につ

きましても現庁舎でかかっている運営費との比較ということも一つ基準に

なるんだと思います。いずれにしましても、実施方針あるいは募集要項を

示す段階で、どれくらいかかるかというような試算も可能になってくるの

ではないかと思っております。 

問（６） 最後にしますけども、公共施設のあり方方針の中で、今後の公

共施設の建て替え費用で、２４０億円という数字が示されていたかと思い

ます。そういう面でいうと、その枠の中で、今回の事業も同じように取り

組んでいかれるというふうに考えてよろしいですか。 
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答（経営戦略） 今回は、改善計画のほうでお示しをさせたいただいた金

額というのは、総務省のソフトによります、いわゆる全国規模の中での一

般的な単価が計上されてございます。したがいまして、それを大枠の中の

考え方を一つおかさせていただく中で、実際、個々のこの公共施設に入っ

てきたときにはですね、やはり、それぞれのケースバイケースと申します

か、それぞれの公共ごとで、やはり内容というのも若干変わってまいりま

す。そういった大枠の中で、実際そういった公募を進めていくというとこ

ろの中での判断になってくるかというふうには思っております。いずれに

いたしましても、財政制約というようなところも改善計画の中でお示しを

させていただいてございますので、当然、市の財政規模といったところも

踏まえた中での内容になるかと思います。 

問（１４） 一つだけ、お聞きしたいと思います。主要新規の４ページの

アシタのたかはま研究事業の中で、先ほど全庁的にといいますか、横断的

な取り組みをされるということでしたけども、事業内容の③のところに、

高浜市の未来を創る市民会議を進化、発展するということがありますけど

も、この、今、市民会議が、別の会議体になっていくということなのか、

何かその辺のことについて、ちょっと、それだけお尋ねします。 

答（地域政策） 市民会議の進化、発展ということで、総合計画の進行管

理だけにこだわらず、地域の皆さんのまちをこうしたいといった思いを実

現していくための取り組み。いわゆる、行政と市民をつなぐプラットホー

ムといいますか、そのようなことを継続して、役割としてもっていきたい

と、継続してそういう場を持ち続けていきたいということでございますの

で、進化、発展させていくというような意味で、よろしくお願いいたしま

す。 

問（１４） 市民会議の取り組む内容がふえるというか、それが入ってく

るということで、よろしかったですかね。 

答（地域政策） 今の市民会議から継続していくパターンが一つ、例えば、

自由分科会があると、その中の五つは引き続きやりたいよといったときに



 39 

は、五つ分科会を継続していく、プラスアルファで新しい分科会が立ち上

がるというようなことを考えております。 

問（１２） では、２款、総務費の・・・ 

委員長 ページ数をお願いいたします。 

問（１２） ９７ページ。公課費のところで（横の説明欄）、委託料の中に、

南部ふれあいプラザ、翼ふれあいプラザ、高浜ふれあいプラザ、吉浜ふれ

あいプラザと指定管理料、委託料が載っているんですが、これは、どのよ

うな計算で出されているのか、南部ふれあいプラザが一番多いんですが、

これは、一般公募ではないですけど、やっていますが、そういうのも含ま

れているのかどうか、ちょっとその点でお示しください。 

答（地域政策） 委託料、４件載っておりますけれども、ここで一つ違う

のが、南部ふれあいプラザに関しては、指定管理ということで、包括的な

契約を結んでおります。その他については管理を委託するということでご

ざいまして、南部ふれあいプラザが大きく金額が載っているのは、光熱水

費も含めて、ここは委託をしておると、残りの翼、高浜、吉浜については、

光熱水費は、市のほうで支払っておるということでございますので、ここ

でいう南部さんが膨らんでいるというのは、そのような理由でございます。 

問（１２） １０２ページの総務管理費、８目の広報広聴活動、１，２３

０万４，０００円ですが、これは、全世帯に配られていないと思うんです

が、何部刷られていて、どのように配布がなっているのか、お示しくださ

い。 

答（地域政策 主幹） 広報の印刷につきましては、部数が１万３，５０

０です。あと、配布方法につきましては、町内会に入ってみえる方につき

ましては、町内会経由、あと、公共施設、コンビニエンスストアのほうに

配布させていただいております。 

問（１２） 町内会に入っていない方は配らない、町内会としては配らな

いというスタンスとっているようですが、町内会としても、全域に配って

入ってくださいというような呼びかけをしていったほうがスムーズに行く
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んではないかと思いますが、その点ではどうでしょう。 

答（地域政策 主幹） 広報のほうを町内会に入るために配っていただく

というよりも、町内会に入っていただいたほうが、やはり、地域と緩やか

につながっていくというところが目的ですので、その中で広報を配られて

いくということを考えていきたいと思っております。また、広報、今、若

い世帯の方たちについては、広報紙よりもインターネットでやりたいとか、

あと一つの世帯の中では、２世帯分離されているから１部でいいよとか、

あと寮とかマンション、アパートに住んでみえる方、そういったこともあ

りますし、情報は自分で取るよという方もみえますので、現在の部数のほ

うでいきたいと思っております。 

問（１２） ごみの立ち番などを断った場合に町内会を断るということで、

入らなくなる、広報が入らなくなるということが、ある地域ではあるよう

ですが、それでは本当に、何ていいますか、逆効果ではないかなと、戸別

の、戸別じゃないわ。１戸建ての住宅では、どれくらいの方が町内会に入

っているのか、入っていないのか、ちょっとお示しください。 

答（地域政策） 戸建ての場合でいきますと、現在は、８８．５％が加入

していただいているという状況でございます。 

問（１２） わかりました。ぜひ、これ入らなかったら町内会としては配

らないという、町内会として、配っていく中で入っていただくような働き

かけをした方がと思います。それは要望しておきます。それから、１０６

ページの先ほど出ていました市庁舎あり方公募事業のところで、選定委員

会が、来年の１月ぐらいに、この予定ですと事業者を決定するということ

になっているんですが、選定委員会というのは、どれぐらいのメンバーで、

どういう方が、お名前がわかっていたら教えてください。 

委員長 ここで、暫時休憩いたします。再開は、１３時。 

 

 休憩 午前１１時５７分 

 再開 午後 ０時５８分 
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答（行政） 先ほど、委員の組織について、どのような方で、また、メン

バーは決定をされているのかという御質問いただきました。内藤皓嗣委員

の御質問でお答えしましたとおり、建築、技術に関して専門的な知識を有

する方、金融、また、マネジメントに関し専門的な知識を有する方、契約、

その他法務に関し専門的な知識を有する方を想定いたしまして、組織の規

模としては、４人程度の組織の予定をいたしております。また、人選につ

きましては、４月以降、委託業者の支援を受けながら進めてまいりたいと

考えております。 

問（１２） ４人というお話でしたが、市のほうも入るんではないかと思

うんですが、それはどうなのかということ。それから、１３目の広域行政

費ですが、先にその・・・ 

委員長 ページ数をお願いします。 

問（１２） １０７です。先に、その返事をいただいてから、移ります。 

答（行政） 組織体に市の職員が入るのかということでございますが、一

つ地元の事情に詳しいという要素から市の職員が入るということも考えら

れます。いずれにしましても、４月以降、委員の人選については決定をし

てまいりたいと考えております。 

問（１２） わかりました。１３目、広域行政費の広域行政推進事業のう

ちリニア中央新幹線建設促進愛知県期成同盟会負担金ですが、これ、電力

も一般新幹線の３倍ぐらいの電力がいるそうですし、日本アルプスの、何

ていうか、地下を通るということで、非常に景観やその自然を破壊するの

ではないかということで、今、反対の声も随分高くなっています。こうい

うのをつくるということが、大型公共事業を進めるということに関連しま

すので、こういう負担金はぜひ払わないで、期成同盟会に入らないでと思

っていますが、どうでしょうか。 

答（地域政策） リニア中央新幹線につきましては、現在、環境アセスメ

ントの手続きが行われていまして、３月までにいろんな意見が出てくると
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いうことでございます。ようやく今年度着工に入れるというような状況ま

でたどり着いたということでございまして、この目的、そもそもの目的と

いうのは、やはり、日本の３大都市圏、東京、名古屋、大阪を大動脈の二

重化ということが大きな目的でございます。それに、かつ、この地域でい

きますと、高い国際競争力を有するものづくり産業を中心に、今後、様々

な分野でさらなる発展を目指すということにおいて極めて貴重な、重要な

基盤となるものという考えを持っておりますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

問（１２） リニアのような速く走るというのが、大きな、メインのこと

になっていますが、そんな速く走る必要があるんでしょうか。あの・・・ 

委員長 すみません、それは御意見。質疑のほうお願いしたいものですか

ら。 

問（１２） はい。ぜひこれは、負担金を負担するのをやめていただきた

いと思います。それから、１１１ページ。１４目のソフトウエアの開発修

正委託料が、２，８９９万８，０００円出ていますが、これはどのような

修正委託になるのか、お示しください。 

答（情報） こちらのほうのソフトウエアの開発、修正委託料でございま

すが、その内容にといたしまして、社会保障・税番号制度、一般的に言わ

れます番号法の関係です。それの対応費用ということで、こちらのほうに

平成２６年度として計上してございます。 

問（１２） わかりました。それから、１２７ページ。ちょっと、場所が

違ったようで、すみません、１１９ページです。１１９ページの市税徴収

員の報酬、３人で、４５７万２，０００円出ています。そのあとで、臨時

職員の賃金が、２００万２，０００円と出ていますが、これは、市税等徴

集事業の中に入っていますので、同じ仕事をするんではないかというふう

に思うんですが、違う仕事をされるのかどうか、お示しください。 

答（税務） まず、１１７ページの市税徴収員。これにつきましては、昨

年度から一人を三人に増員させていただいたものでございます。それで、
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１１９ページの臨時職員の賃金、２００万２，０００円でございますけど

も、これは、正規職員の育児休暇の代替えの賃金ということになっており

ますので、よろしくお願いいたします。 

問（１２） わかりました。その下に、先ほども出ましたが西三河、負担

金のところで、地方税滞納整理機構負担金が５２万円出ていますが、これ

５０万以上滞納があったらということで、１１０件にふえたというお話で

すが、やはり５０万以上なんていう人たちに対しては、市のほうできちん

と話を聞いてやるべきではないかと、ずっと私らも言ってきましたが、そ

う思います。そういう点では、その、よその市も５０万以上のところがあ

るのかどうか、その点でお示しください。 

答（税務） 先ほどお答えさせていただいたのは、これまで５０万以上だ

ったものを、５０万を若干少なくなってもということですので、よその市

は、当然ことながら全て５０万以上と、私どもも今までは、基本的には５

０万以上を滞納整理機構のほうに引き継いでいたということでございます。 

問（１２） やはりきちんと顔を見てですね、相談に乗って、滞納整理を

するというのが、市の責任だと思うんですね。任意の整理機構に任せると

いうのは、問題があると。愛知県でもやめたところもありますので、ぜひ、

整理機構に任せるというのは、やめていただきたいと思います。１２８ペ

ージの基金費のところですが、いろんな基金があるんですが、まちづくり

パートナーズ基金の積立金が増額になっていますが、これ、どれぐらいま

で積み立てる予定なのか、お示しください。 

答（財務） どのくらいまでということでございますが、今の運用上、毎

年積んだ額を事業費に充てて、残った分は翌年度で精算といったような形

で、戻しているというような状況でございますので、どこまで積んでいく

といった考え方は、現在のところは持っていないということになります。 

問（１２） １２１ページ。窓口業務委託、戸籍住民基本台帳のところで

すが、窓口業務委託が、これは総合サービスがやっていると思うんですが、

２，１５７万５，０００円。ほかにもあると思いますが、これはやはり、
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住民票だとか、印鑑証明だとか、個人情報に関係することが、業務が多い

ことから個人情報保護の観点から市の職員で対応することが必要ではない

かと思いますが、いかがでしょうか。 

答（市民窓口） まず、窓口業務を委託するということの考え方でござい

ますが、この先も窓口業務というものはずっと続いていくものでございま

して、ノウハウの蓄積されたものによる安定的でかつ良質的なサービスの

提供が重要であるというふうに考えております。したがいまして、私ども

こうした長期的な良質なサービスが提供できると思われる総合サービスに

委託していくという考えでございます。個人情報の取り扱いというお話が

ございますが、こちらにつきましては、高浜市個人情報保護条例第１２条

の規定によりまして、個人の情報の取り扱いを厳格にするように受託業者

への規定がございます。こうした、高浜市総合サービスのみならず全ての

受託業者が、この条例の趣旨に沿って対応しているというふうに思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

問（１２） 委託をしているんだというお話ですが、総合サービスの方が

わからないときに、ついでに市の方に聞けなくて、何ていうかね、きちん

と市民の意見を聞かずに、それはできませんとか、それは違いますとか、

いうことが多々あるようで、市民の方からそういう苦情もいただいてます。

ぜひ、そういう点で、まあ研修も行ってみえるとは思うんですが、もう少

しそういう点で、きちんとやっていただきたいということと、これは、や

はり基本的に市の仕事としてやるべきだと思いますので、お願いします。 

委員長 これは、答弁を求めてはいないですね。 

 

 「議事進行。」と発声するものあり。 

 

委員長 ほかに。 

問（１） 予算書の１０２ページ、２款、１項、８目、事業１の広報広聴

事業について、お伺いをいたします。この事業の中の広報原稿準備業務委



 45 

託料が、先の決算特別委員会で指摘をさせていただきましたが、ほぼ前年

度と同額で計上されております。どのような議論、検討などが予算編成過

程で行われたのか、教えてください。 

答（地域政策 主幹） 先日の決算ときにも御質問いただいた件だと思い

ます。私どものほうで、この広報の準備作業のほう、今の委託先のほうの

見積書を精査、それから業者に任せることはできないか、もしくは、行政

内部、職員のほうでやることはできないかといろいろ検討させていただき

ました。その中で、やはり今アウトソーシングという形で、その経験と知

識を生かさせていただいています委託業者、総合サービスのほうにお願い

するのが一番いいという結果ということで、今回も予算計上させていただ

いておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

問（１） 今回、もう一度あえて指摘をさせてもらいますが、この委託料

は、まだまだ改善の余地があると思いますので、市民の税金だということ

をよく考えていただき、再考をよろしくお願いいたします。次に、予算書

の１０６ページ、２款、１項、１０目、事業４の市庁舎あり方公募事業に

ついて、お伺いをさせていただきます。市庁舎につきましては、平成２１

年度に、耐震関連の委託並びに基本設計書の作成などで約１，６００万円、

予算計上したことがあると私は記憶をしております。これらの平成２１年

度に実施した市庁舎耐震事業と、今回の平成２６年度当初予算に計上した

市庁舎あり方公募事業と、どのように関連していくのか教えていただきた

いと思います。 

答（行政） 平成２１年度の基本設計の目的でございますが、この市庁舎

は、耐震強度が不足をしていることはわかっておりましたけれども、それ

では、具体的にどのような工法がふさわしいのか、また、防災拠点として

の設備のあり方でありますとか、この庁舎の延命化を図るための劣化改修、

こういったことの金額を具体的に把握するということが、一つの目的でご

ざいました。また、この基本設計を通して、最大では１４億円という多大

な改修費がかかること、また、工期が２年半にわたって、その間、騒音、
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振動等、執務への影響があることなどさまざまな問題が明らかになってき

たところでございます。こういったことを踏まえまして、今年度の保全計

画におきましても、庁舎については、既に劣化計画があるということから、

具体的な調査は行っていないわけでございます。こういったことを庁舎の

いろいろな問題点を踏まえまして、今回の基本設計の中でも、市庁舎の現

状と問題点ということで、今、申し上げましたようなところにつながって

きております。平成２１年度の基本設計で収集した現状把握、課題発見、

こういったところが、次の段階につながっているものと理解いたしており

ます。 

問（１） 今、庁舎の耐震をすると１４億円、約かかるということでござ

いますが、今度のこの新庁舎あり方公募事業、先ほども１４億円をめどと

いうことが、答弁ございましたが、あり方の中で、やはり１４億円という

のをめどに考えていくつもりなのでしょうか。 

答（行政） まず、金額的なものでございますが、この庁舎の耐震改修の

みを行った場合が、４億６，６００万円と試算をされまして、向う２０年

間にわたって、２０年以上にわたってこの庁舎を使っていくということで、

例えば、設備機器等の更新でありますとか、外壁の劣化改修でありますと

か、部分的には、環境をよりよくするためのグレードアップの部分を含み

ますけども、トータルで１４億円ということでございますので、まず金額

的なことについては、そのように整理をいたしたいと思います。その中で、

１４億円が上限になるのかということでございますけれども、一つ目安と

して、ここの改修に要する費用よりも、別の提案ということになりますと、

今回、基本方針の中で申し上げておりますのは、ここでの整備コストや将

来の維持管理コストをできる限り低減をしたいと。そういった中でその費

用、可能な限り高浜小学校の改修に振り向けていきたいということでござ

いますので、上限１４億円ということは、一つのめどになるのではないか

と考えております。 

問（１） わかりました。市民の皆さんの大切な税金でございます。しっ
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かりと生かして、よりよい事業になるということを期待しております。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

３款 民生費 

問（１６） １４１ページ、新規事業にもあります生活困窮者自立支援事

業ということで、新規事業のほうは、１２ページですけども。１月１７日

に貧困対策推進法が施行されたばかりですけれども、本市におかれまして

は早速こう取り組みが始まるということで、大変心強く、ありがたく思っ

ております。期待をしております。それで、まずは、この１，７０９万３，

０００円予算計上されておりますので、具体的な内容について御説明をお

願いします。 

答（地域福祉） まず、生活困窮者自立支援事業を行う上で、自立相談支

援機関というのを立ち上げてまいります。これについて、この自立相談支

援を行う支援員を１名、配置をしてまいります。これは、社協のほうに委

託を考えておるんですが、これが、５６５万４，０００円。それと臨時職

員を２名、雇用を考えておりまして、１名は、自立相談支援を補助する支

援補助員。それともう１名は、就労支援員。これが合わせて、３６９万４，

０００円。それともう一つ、コミュニティカルテシステム構築業務という

ことで、こちらのほうが、４７５万７，０００円、予定をしております。

主なものとしては、以上です。 

問（１６） 事業内容の中に、自立支援計画を策定とありますけれども、

この自立支援計画についてもう少し具体的に御説明をお願いします。 

答（地域福祉） まず、生活困窮に陥っている方が相談にみえた場合に、

この自立相談支援員等が聞き取りをする中でアセスメントを取ります。そ
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の中で、すぐ就労につながりそうな方があれば、就労支援員につないで就

職活動をしていただくんですが、なかなかちょっとやはり就職にすぐにつ

ながらないような方の場合に、今後この方をどうやって、その自立に向け

て、例えば、就労ですとか、もう少し言いますと、引きこもっている方と

かでしたら、その引きこもりから脱出していただくためにどうしていった

らいいか、そういった施策をいろいろと活動しながら自立に向けていくと

いう、そういう計画をつくっていくものでございます。 

問（１６） もう少しお願いします。それから、その下のほうに、コミュ

ニティカルテシステムって、これ発達障害の関係で、「きらり」というのが

ありますけども、コミュニティカルテシステムについて、伺います。 

答（地域福祉） コミュニティカルテシステムというのは、まず、調査を

行うんですが、例えば、幼児期、学齢期から現在までの家庭教育、健康、

雇用、住まい、近隣社会など、生活上の問題点と、それが起こった時期、

それを克服するために持っていた強みの要因を尋ねたデータを、これを使

用して、例えば、少年期での貧困、いじめ、不登校などの幼児期、学齢期

の問題が、どのような経路で時間とともに、さまざまな問題に広がってき

た、広がっていくのか、そういったことを調べ、分析をした中で、高浜市

に合った施策を構築していこうというものでございます。 

問（１６） ゆりかごから墓場までとかいう、そういうね、考え方もあり

ますけども、こちらの困窮者に対しましても、やはり、幼少期から、幼年

期から高齢期になるまでしっかりと支援をし、支えていって、生活困窮の

連鎖を断ち切るように促していくというか、支援していくことだと思いま

す。それで、推進法の中に、相対的貧困率の改善や教育支援、保護者の就

労支援など、総合的な推進をするとありましたけれども、高浜市におきま

しては、この相対的貧困者というのは、どれぐらい見込んでいらっしゃる

のか、伺いたいと思います。 

答（地域福祉） 相対的というか、年間に１２０件ぐらい、今でも相談に

みえておりますので、大体そのぐらい、年間に支援が必要ではないかなと
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いうふうに考えております。 

問（１６） かなりたくさんの数の方が、相談にいらっしゃるということ

ですけども、先ほどのカルテのシステムですか、その話なんかも伺ってき

ますと、やはり教育という支援も重要になってくるかなと思います。貧困

が原因で、不登校ですとか、いじめだとか、それから高校になると中退し

たりだとか、そういったことも起きてきますので、今後は、教育委員会と

の連携、教育委員会の役割も重要になってくるんではないかなというふう

に思っております。そこは、そう思いますので、今後、よろしくお願いし

たいと思います。 

問（６） それでは、予算書の１３１ページ。主要新規の概要の６ページ。

福祉計画策定支援業務委託について、お伺いします。この事業ですけども、

福祉計画を策定するために、コンサルタント業者に策定支援を委託すると

いうことですけども、いままで、地域福祉計画というのは委託せずに実施

してきたと思うんですけども、なぜ今回、コンサルタントを入れるような

ことを考えてみえるのかということ、教えていただけますか。 

答（地域福祉） なぜ、コンサルかということなんですが、これまでも、

介護保険事業計画と、あと高齢者保健福祉計画の策定に当たりましては、

一部、コンサルに委託をしてきました。しかし、今回は、全部で５本の計

画を同時に策定するため、それぞれの計画をすり合わせ、整合性を持たせ

る必要があると考えております。また、計画を市民にわかりやすく、実際

の活動につながるような計画にしていくために、ノウハウのあるコンサル

タント業者へ一体的に委託をするものでございます。 

問（６） では、具体的に、コンサルタント業者にどのような支援をして

いただくのか、要は、コンサルタント業者に何を求めているかということ

を、教えていただけますか。 

答（地域福祉） 求める具体的な内容といたしましては、福祉計画の策定

における全体の総合調整をお願いしたいというところ。それと市民の方な

どからいただいた御意見を、まず整理をしていただいて、骨子を取りまと
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めていただきたいと。また、計画を行動に移していくことが非常に大切で

すので、市民の方が見て実際に行動に移していただけるような計画となる

よう、計画の体系、デザインなど、計画書全般の構成について、お願いを

していきたいと考えております。あと加えて、職員育成にもつながればと

いうふうに考えております。 

問（６） ぜひ、うまく活用いただいて、今後に生かせるようにというこ

とで、お願いしたいと思います。続きまして、予算書の１３３ページ。主

要新規の７ページ目になるんですけども、権利擁護推進事業について、お

伺いさせていただきます。権利擁護推進センター運営委員会委員謝礼とし

て、１２０万円計上されていますけども、どのような方に委員になってい

ただき、どのような役割を担っていくかということを、まずお答えいただ

けますか。 

答（地域福祉） まず、運営委員会の委員といたしましては、学識経験者、

弁護士、司法書士、医師、税理士、社会福祉士、民生児童委員、福祉サー

ビス事業所職員、福祉団体関係者などの方を予定しております。あと、役

割といたしましては、権利擁護推進センターの公平、中立な運営の確保、

センターの役割、機能など運営に係る重要事項の検討。それと虐待等の権

利擁護に関する事例への技術的な助言やネットワーク構築支援など、高浜

市全体の権利擁護推進に向けての検討を行っていくものでございます。 

問（６） では、権利擁護推進センター運営委託料として、６８０万円ほ

ど計上されていますけども、委託先は社協ということですけども、その委

託料の内容について、簡単に御説明いただきたいと思います。 

答（地域福祉） 社協への委託料の内訳ですが、センターに配置する職員

１名分の人件費。それと、設置検討会の諸経費、研修費、シンポジウム開

催費などが主なものでございます。 

問（６） その職員１名をセンターに配置するということですけども、そ

の職員の方の役割というのは、具体的にどういう内容になるんでしょうか。 

答（地域福祉） 役割ですが、権利擁護、成年後見に対する相談対応。そ
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れと、ケース会議開催の調整、進行役、親族後見人への支援、市民を対象

とした研修会の開催、シンポジウムの開催などの広報、啓発。それと専門

機関とのネットワーク構築などの役割を担っていただく予定でございます。 

問（７） 主要新規の１１ページ、予算書でいくと１４１ページになりま

すけど、介護基盤緊急整備等の臨時特例基金事業で、この事業内容のほう

で、緊急整備特別対策事業費補助金ということで、４，０８０万円計上さ

れています。これは、旧南部保育園跡地に、認知症の高齢者グループホー

ムを開所するに当たっての補助金ということですけど、今、スケジュール

からくると、今の段階ですと基本設計をまだやっていて、そのあと、実施

設計ということになると思います。その内容というわけではないですけど、

この４，０８０万円を計上するに当たっての事業費の予定がある程度わか

っていればということと、それから、総括でも一部質問しましたが、併設

として、どのような施設が入る予定になっているかをお聞きします。 

答（介護保険） 総事業費でございますが、この事業、社会福祉協議会の

ほうが行われる事業でございまして、その地域共生型事業全体として、２

億５，０００万円ほどと聞いております。そのうち４，０８０万円のほう

を市のほうが補助させていただくわけでございますが、この補助金につき

ましては、国の基金等の事業での収入分を、そのまま歳出をして補助金と

して交付するものでございます。すると、地域共生型の施設の中で、ここ

に書いてございますように、グループホームと南部地区の方々が集ってい

ただく、御高齢者や子供やいろんな方が集っていただく、そういったスペ

ース。また一部、デイ・サービスもその中で併設されるというふうで聞き

及んでおります。 

問（１０） それでは、主要新規で１３ページ、予算書でいきますと１４

３ページ。認知症予防体制構築業務委託料、５４０万円が計上されていま

すけども、委託先の取り組みの内容を、教えていただきたいと思います。 

答（保健福祉） 今回の委託料につきましては、国立長寿医療研究センタ

ー、こちらのほうに委託をさせていただくもので、地域全体の高齢者を対
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象として、認知症の発症率を予防する取り組みを高浜市と共同で実施して

いくものであります。 

問（１０） これは平成２６年度から４年間かけて実施するというふうに

伺っておりますけども、事業開始であります平成２６年度からは、何をど

こまで進めていくのかを教えていただくということと、委託料の内容も合

わせてお願いしたいと思います。 

答（保健福祉） 地域全体で認知症予防に取り組んでいくためには、それ

を支えていくための人材育成、サポーターの養成が必須であると、直接指

導をいただく、自立支援システム開発室の島田先生からお聞きをしており

ます。上半期は、５０人ほどのサポーターの養成。下半期からは、高齢者

機能健診の開始という内容で進めていくことを考えております。なお、委

託料につきましては、国立長寿医療研究センターにお願いをし、サポータ

ー養成やデータ管理システムなど、高浜版の認知症予防体制、こちらを構

築していただく予定です。 

問（１０） 過日、島田先生のお話も、私どもも聞かせていただきました

ので、認知症をなくすではなくて、認知症にかからない、予防という提案

をしっかりとまた捉えて取り組んでいただければと思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。移りまして、１５３ページ。４月１日から「吉

浜さんさん保育園」と「高浜あおぞら保育園」が運営されます。その運営

費の中が、民間委託料、運営委託料ですね、６億１，５００万円余、それ

から、民間保育園運営補助金が、１億６，０００万円余、包括されている

ようですけども、この新設の２園に係る費用の財源について、お聞かせ願

いたいと思います。 

答（こども育成） 今の新設保育園ですけれども、まず、「吉浜さんさん保

育園」でございますけれども、こちら運営委託料が、６，８７９万１，０

００円で、運営費補助金が、９４４万４，０００円となっております。合

計が、７，８２３万５，０００円となります。そのうち特定財源としまし

て、国、県支出金の４，１６５万８，０００円と、保護者が負担します１，
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０８６万２，０００円の合計が、５，２５２万円となりますので、一般財

源は、２，５７１万５，０００円というふうになります。続きまして、「高

浜あおぞら保育園」でございますけれども、こちらにつきましては、運営

委託料が、４，０２２万５，０００円、運営費補助金が、５７７万８，０

００円となりまして、こちらの合計、４，６００万３，０００円となりま

す。そのうち特定財源になります国、県支出金のほうは、２，５８６万３，

０００円、また、保護者が負担する分といたしまして、５８９万円となり

ますので、合計といたしましては、３，１７５万３，０００円となりまし

て、そのうち一般財源分としては、１，４２５万円という形になります。 

問（１０） それでは、特に「吉浜さんさん保育園」は、平成２６年度か

ら３歳未満児だけを預かりますよということで、それ以後、３歳、４歳、

５歳と定員を拡充すると伺っておりますけども、その場合の市の負担は、

どのように推移するのか、見込みを教えていただければと思います。 

答（こども育成） ただいま委員、申されましたように、「吉浜さんさん保

育園」につきましては、平成２６年度は、３歳未満児のみでございますけ

ども、そのあと、３歳、４歳、５歳と年を経るごとに、定員を拡大するこ

とになっております。平成２６年度は、先ほど申しましたように、一般財

源が、２，５７１万５，０００円でございますけれども、その後、１年ご

とに、まず平成２７年度は、３歳、拡大するというところで、約３，３８

０万円。平成２８年度、そこに４歳が加わってきますけども、その場合は、

約４，０３０万円。平成２９年度、これで３歳、４歳、５歳も含めたフル

の形で、保育園事業を行うわけですけども、その場合は、約４，２４０万

円が一般財源の見込みという形になっております。 

問（１０） 「吉浜さんさん保育園」のほうは、私も近くですので、その

都度拝見させていただいて、ほとんど完成をしているということで、順調

に４月１日から受け入れは可能ということで、よろしいですね。それは、

結構です。もう一つ、１５７ページに委託料で、吉浜児童センター運営委

託料、中央児童センター運営委託料、それから、その下のほうに児童クラ
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ブ業務委託料ということで、民間ということで、ここに委託料が載ってい

るわけですけども、こういった委託料を、失礼、運営費ですね、運営費を

計上することによって、予算措置を乗せることによって、平成２６年度に、

新たに、何か取り組む予算措置を講じたのか、あるいは、それができなく

ても、組み換えをしてシステム的に改良したんだというところがあれば、

教えていただければと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

答（こども育成） ただいまの児童センター事業、放課後児童健全育成事

業、児童クラブの部分でございますけれども、来年度につきましては、平

成２６年度、かねてより申していますように、平成２７年度から児童クラ

ブの拡大、小学生全般への拡大というところを踏まえまして、平成２６年

度は、児童センターの中で、一つ、夏季休暇というところで、一般就労の

お子さんたちも預かって、子供たちが自由に居場所として活用できるとい

う仕組みを、まず一つは、平成２６年度に試していくというところを予定

しておりまして、その際に、例えば、この運営費、委託料の中に、予算的

には、何か新しいことを設けているわけではないですけれども、例えば、

吉浜児童センターでは、休館日を、今は休館日、火曜日なんですけれども、

そこを日曜日にすることで、平日、お子さんが、例えば、保護者が就労で

いない場合でも、火曜日が利用できるということになれば、居場所として

活用できる形になりますので、そういった形で、特に改めて大きな予算的

に動きがあるわけではございませんが、運用の中で工夫をして、まず、平

成２６年度は、平成２７年度の児童クラブの小学生までの拡大に向けた試

用的な試みを、運用の中でやっていくというところでございます。 

問（１０） 一つ、市民ニーズに則した的確な対応をお願いしたいなと思

っております。これから保育園に通わせて見える方たちは、これから小学

校に上がれば、就労につきたいと思っていてもなかなか就労につけない、

あるいは、逆に、幼稚園の方で、就労している方がですね、小学校に上が

ることによって、就労をやめなければいけないというような事態もなりか

ねないというところでありますので、その両方のですね、特に、放課後児
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童保育等々ですね、十分に、市民ニーズに合った対応をですね、迅速に進

めていっていただきたいと、これは要望しておきますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

問（１６） １４７ページと１４９ページ。１４７ページは、新規の１４

ページですね、臨時福祉給付金給付事業。それから１４９ページは、子育

て世帯臨時特例給付金給付事業ということで、新規で上げられております。

これは、４月から消費税率が８％に引き上げられるということで、特に所

得が低い方は、影響が大きいということであり、今回、その負担を緩和す

るために実施されるわけですけれども、臨時福祉給付金、１億０，６３３

万６，０００円。それから、子育て世帯臨時特例給付金、７億１，０６２

万円。まず、この内容について伺います。 

答（地域福祉） まず、臨時福祉給付金のほうですが、まずは、その給付

金ですね。こちらのほうが、受給対象者が６，６００人と見込んでおりま

して、これが、６，６００万円ですね。それと、その中で加算対象者とい

う方がみえます。例えば、年金受給者ですとか、児童扶養手当受給の方な

んかは、加算対象ということで、これが、一人当たり５，０００円加算さ

れるんですが、それ含めて、臨時福祉給付金として、８，２５０万円を見

込んでおります。それ以外に、給付をしていく上で、いろいろとその準備

作業ですとか、スタッフが必要になってまいりますので、業務委託という

部分で、これは、派遣会社のほうに、例えば、コールセンター機能ですと

か、受付、そういった部分を担っていただく方を５名考えております。そ

れと、臨時職員として、これは、データの入力ですとか、そういったもの

を担っていただくのですが、この方を１名。それと、外国人の方の対応と

いうことで、通訳の方を１名。これも委託で派遣していただくんですが、

それでトータルで、１，２８８万３，０００円ほどですね、それプラス、

あと、その給付を行う上で、システムが必要になりますので、こちらのほ

うのシステム開発等々が、６５０万円ほどということと、あと、その印刷

ですとか、郵送ですね、そういった部分で、郵送料含めて、４００万円ほ
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どがかかってまいります。 

答（こども育成） 私のほうからは、子育て世帯臨時特例給付金給付事業、

こちらの主要新規１５ページ、また、子育て支援減税手当給付事業、主要

新規の１６ページのほう、こちらを元に、話のほうをさせていただきます。

まず、子育て世帯臨時特例給付事業でございますけれども、総事業費では、

７，１０６万２，０００円。このうち子育て世帯臨時特例給付金として給

付される金額は、６，３４５万円です。こちらにつきましては、上の対象

にもありますように、平成２６年１月１日における平成２６年１月分の児

童手当を受けている児童が対象になってくるというところでございまして、

そちらが、今、７，７９０人、そこから課税割合、臨時福祉給付金は、基

本的に非課税の方になっていますので、逆に、課税される方が、国のほう

で簡易的なところで８０％を掛けるという通知が出ていますので、そちら

８０％を掛けて、そちらからまた特例給付を受けている家庭につきまして

は、対象外になりますので、そちらを引いて、また、児童手当と違いまし

て、公務員は、所属官庁で児童手当を払うんですけども、今回は、居住地

のほうで、払うという形になりますので、そちらの公務員分等を含めて、

安全率で、それの１．１を掛けた分が、６，３４５人という人数が出てい

ますので、それに１万円を掛けた、６，３４５万円が給付費で、それ以外

の、この７，１０６万２，０００円から、今の額を引きました７６１万２，

０００円が事務費として上げさせていただいております。その事務費の中

では、主なものとしまして、システムが必要となりますので、システム構

築料で、３０８万９，０００円、また、それに伴うパソコンを１台、リー

スするということと、あとは、臨時職員１名分をこちらで計上させていた

だいております。続きまして、子育て支援減税手当の給付事業ですけれど

も、こちら先ほどの児童手当、こちらの対象者は、１月１日に、児童手当

を受給している児童というのは、変わらないんですけれども、こちらにつ

きましては、先ほど、その対象者であります７，７９０人から、こちら、

課税とか臨時福祉の対象である対象でない方は、関係ございませんので、
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そちらから単純に特例給付、所得の高い層を引いた人数に、こちらも公務

員等の考え方は、国と一緒ですので、１．１を掛けた、８，０５９人とい

う数字が出てきますので、そちら掛ける同じく１万円ということで、８，

０５９万円が給付費として上げさせていただているということで、その差

し引きであります１２６万９，０００円が、こちら、その上に事務費とし

て、それぞれ消耗品と印刷製本費等を上げさせていただいているというと

ころで、こちらの子育て世帯特例給付金のほうの事務と、こちら国からの

お金で、子育て減税手当のほうは、県からなんですけども、基本的に国の

事務費を使っていただいて、国の事務費で補えない減税手当分を県のほう

の事務費として上げてくださいとなっていますので、事務の中身としては、

ダブルとなる部分がありますので、必要な部分、主には、子育て世帯臨時

特例給付金のほうの事務費に上げてあるという形になっております。 

問（１６） 詳しい説明、ありがとうございます。それで、あと、この支

給の方法についてですとか、それから案内ですとか、そういった方法です

けれども。それから、１４ページのほう見ますと、事務所開設期間という

ことで、臨時福祉給付金のほうは、地下、市役所、この地下のほうに事務

所開設するということです。ここら辺のことについて、ちょっと伺いたい

と思います。 

答（地域福祉） １４ページの臨時福祉給付金の件ですが、事務所につい

ては、今、委員、言われたように、市役所の地下教養室に、４月下旬ごろ

から１２月末ごろまで開設を予定しております。実際に、市民の方への周

知といたしましては、６月の頭に、今のところの予定ですと、全世帯の方

に案内を送らせていただこうと思っております。それで、申請書の送付を

希望されるかどうかということで、返信で返していただきまして、そこか

ら、またこちらのほうから６月末ごろに申請書の依頼があった方、ただ、

対象になるかどうかというところをこれで判断させていただきますので、

当然、非課税者、もしくは、その非課税者の扶養親族等々というふうに、

対象者が限定されますので、その判断をさせていただきまして、対象にな
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る方であれば申請書を送らせていただきまして、７月１日から郵送、もし

くは、受付、この地下教養室のほうで受付ということで、７月から９月ま

での３カ月間、受付期間を設けさせていただきます。それと、実際、その

申請書をいただきまして、審査した結果、適切であれば、申請から１カ月

程度で、給付金のほうをお支払いをしていきたいと、口座への振り込みで

すね、ということでしていきたいと思っています。 

答（こども育成） 子育て世帯臨時特例給付事業と子育て支援減税手当給

付事業につきましては、もともとこども育成のほうで、児童手当も取り扱

っておりまして、児童手当の受付が、通常、６月１日現在のものを、６月

中に、現況届を出してくださいねという事務があるんですけども、そちら

と一緒にするという一つ手はあるんですが、そうすると、児童手当の受給

が２年間有効なんですが、今回は、この年度期間中の、例えば、６カ月と

いうふうで、今、なっていますけども、その６カ月以内に出さないと、こ

ちらについては、受給対象にならないとか、そういうことがありまして、

制度が混在するといけないので、私どものほうとしては、６月に現況届を

やって、その処理が７月ぐらいになりますので、こちらで９月申請受付と

なっていますけども、その時期に、方法としては、今、児童手当現況届で

やっているように、基本的に、申請者に対して、書類を送って、郵送、も

しくは、窓口で受け付ける。現況届を受け付ける際でも、最初の土日等に

ついては、下の１階に、市役所の１階、入ってすぐのところに特設窓口を

つくって、受け付けたりとかしていますので、そういうような体制を同様

にとっていきたいなというふうに考えております。受付としては、以上の

ようなことを考えております。 

問（１６） ですから、臨時福祉給付金と同じような支払方法ということ

ですね。 

答（こども育成） こちらにつきましても、申請の際に、振込先等お聞き

しますので、そちらに振り込んでいくという形になっていきます。 

問（１６） わかりました。すごく複雑で、皆さん、市民の方が迷わない
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ように、私も説明しなくてはいけないなと思っています。それで、一つと

いうか、いろんなケースがありまして、例えば、こういう方、いらっしゃ

らないかもしれませんけれども、１月１日現在で、受給対象者になる方が、

海外へ行っていかれたとか、そういうケースについては、どうなるのかな

というふうに思っているんですけど、どうでしょうか。 

答（こども育成） こちらのところは、あくまで１月１日現在で、児童手

当を受給されていたという形になりますので、当然、海外でなくとも、例

えば、今、そのあとには、県外なり、引っ越されている方が当然いますの

で、そこのところは、高浜市の中で情報が追える部分については、全て一

律、郵送をかけたいとは思っておりますけども、どうしても、そこが、先

を追えない部分もあるかもしれませんので、そちらについては、全国的な

制度ですので、いろんなホームページ、広報等、特にホームページ等は、

どこにいても見れる状況でございますので、そういうところにしっかり情

報を載せて、申告していただかないと、こちら、お金はもらえない形にな

りますので、一つ情報をきちんと提供していきたいなと考えております。 

問（１６） いろんなケースが出てくるかと思いますので、もれのないよ

うに、きめ細かな対応をよろしくお願いします。以上です。それから、ご

めんなさい、うっかりしていました。一つ、１６１ページ、こども発達応

援事業。その下のこども発達センター支援業務委託料、１，２２９万１，

０００円、これ計上されていますが、この内容について伺います。 

答（保健福祉） こちら、こども発達センターの委託料につきましては、

日本福祉大学に委託をしておりまして、三専門職、臨床心理士、言語聴覚

士、作業療法士の委託という人件費相当のものになります。 

問（１６） 発達センターが開設されましてから、大分時間、たっていま

すけども、利用状況ですとか、これ、センター開設されてからのこの成果

につきましては、どのように捉えてみえるのか、伺いたいと思います。 

答（保健福祉） 先ほど、委託料の中で、三専門職の委託ということを、

お話をさせていただきました。実は、この三専門職の相談回数、年間で８
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００回を超えているというような状況でありますので、こうした子供たち

への専門職による支援というのは、できているのかなというふうに思って

おります。また、それと合わせて実施をしております５歳児検診の受診率

につきましても、おおむね９０％に近い数字となっておりまして、早期支

援の体制というのがつくられているのかな、このように考えております。 

問（１６） 発達障がいをお持ちの親御さん達にとりましては、本当に頼

りになるといいますか、心の支えにもなりますので、今後もしっかりお願

いしたいと思います。それで、先にちょっと言いましたけども、イントラ

ネット、要するに、生まれてから亡くなるまでの、こういった関係機関が

共有できるこのイントラネット「きらり」ですけれども、これの登録者の

人数というのは、今現在どういうふうになっていますでしょうか、細かい

こと聞いてどうなんでしょうかね。ふえているのか、現状維持のままなの

か、ふえていることを祈っていますけど、どうでしょうか。 

答（地域福祉） 現状、２６名の方の登録にとどまっております。 

問（１６） この現状維持となってしまっている要因につきましては、ど

のように分析していますでしょうか。 

答（地域福祉） 分析をしている中では、やはり利用する親御さんにメリ

ット性がうまく伝わっていないのかなというんですかね。その登録するこ

とによって、その切れ目ないライフステージに応じて、そういった支援が

可能になっていくというふうに考えておるんですが、それが、なかなかや

はりうまく伝わっていないのかなというところが、一番の原因ではないか

なというふうに思っております。 

問（１６） せっかく立ち上げて、今日まで来たわけですので、本当に理

解していただいて、せっかく関係機関が共有しながら支援していきますよ

という体制をつくったわけですから、そこら辺の努力はあきらめないで、

していっていただきたいなというふうに思っております。どうですか。 

答（地域福祉） やはりその「きらり」の登録者がなかなかふえていかな

いというところもあって、今、こども発達センターを中心として、その切
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れ目ない支援という部分で、別で教育委員会等とも一緒になって検討して

おりまして、その引き継いでいく、そういったある程度の仕組みができつ

つありますので、今後、そういう形で、継続していきたいと思っています

ので、よろしくお願いいたします。 

問（１６） できつつあるということで、途上だと思いますけども、少し

だけ聞いていいでしょうか。その内容について、しくみ。 

答（保健福祉） こちらのほうは、もともと開設当初から生涯にわたる支

援ということで、つなげていくということが一番大切ということで始めた

ものですから、たまたま「きらり」だけにこだわることはなく、それは、

関係者間が集まることによる支援が続いていくということで進めていきた

いな、こういうふうに考えておりますので、よろしくお願いします。 

委員長 暫時休憩します。再開は、１４時１０分。 

 

 休憩 午後１４時００分 

 再開 午後１４時０９分 

 

問（１２） １３４ページをお願いします。地域生活支援事業のうちの委

託料の中で、生活支援員派遣事業委託料と障害者地域生活総合支援業務委

託料が計上されていますが、これは、どのような仕事をしてみえるのか、

どれぐらい利用があるのか、その関係で、心の健康フェスティバル愛知事

業費負担金というのが、その下にありますが、これは、どのようなものな

のか、合わせてお示しください。 

答（地域福祉） まず、生活支援員派遣事業でございますが、これは、判

断能力が不十分な障がいのお持ちの方に対して、生活支援員を派遣して、

福祉サービスの利用援助ですとか、金銭管理とかですね、そういったもの

を行うものでして、社会福祉協議会のほうに市のほうから委託をしており

ますが、今、現状、障がい者の方で利用している方が、６名おみえになり

ます。平成２６年度としては、６名の方に対して、年間通して２２４回、
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活動をする予定で、予算のほう計上しております。続いて、その下の障害

者地域生活総合支援業務委託料につきましては、これにつきましては、い

きいき広場の２階の地域包括支援センターの前に、障害者相談支援事業所

がございまして、これも社協のほうに委託をしておるんですが、障がいの

ある方のいろいろな相談ですね、相談支援、それと、就労支援とか、定着

支援または障害サービスを利用するに当たっての計画作成とか、そういっ

たことを全般、障がい者の相談支援全般を担っていただいております。そ

れと、こころの健康フェスティバルあいち事業費負担金ですが、これは、

愛知県のほうが、地域の方に精神障がいについてよりよく知ってもらい、

理解を広め、皆が生活しやすい地域づくりの推進を目的として、平成９年

から開催をしているものでございます。年度ごとに開催地域を定め、担当

保健所が事務局を務めるというもので、この衣浦東部保健所管内は、平成

１９年度に実施しましたが、それに引き続き、今回、平成２６年度も大会

事務局の運営に当たっていくということで、各市負担金が、高浜市の場合

ですと、均等割３万円の人口割１万円の４万円を予算計上しているもので

ございます。 

問（１２） この生活支援員の関係は、若干ふえているんですが、６名で、

２２４回という予定だというお話なんですが、以前は、どのような内容、

内容というか、数字だったのか、１年前は、どのようだったのか。それと、

障害者地域生活総合支援業務委託料、これは、就労支援だとか、いろんな

障がい者の相談に乗って行っているというお話ですが、２階のところとい

うことなんですが、どれぐらいの方がみえているのか、ちょっとそこも、

今、言われたかどうか、ちょっと聞き落としましたのでお願いします。 

答（地域福祉） まず、生活支援員派遣事業につきまして、昨年度、平成

２４年度の実績ということになりますが、全部で、１３４回活動しており

ます。すみません、これ平成２４年度ですね。平成２４年度、５名の方に

対して、１３４回の活動がございました。それと、障害者相談支援事業所

の関係ですが、これも平成２４年度の実績ですが、延べ相談件数で、２，
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４１３件ございました。 

問（１） 予算書の１３８ページ、３款、１項、８目、事業１の老人憩の

家等管理事業について、お伺いをいたします。委託料のあっぽ運営委託料、

１３０万円が計上されておりますが、先の総括質疑の中で、平成２７年度

から新しくあっぽにかわる施設で事業開始されるという答弁がございまし

た。そして、新しい施設ができるまでの間の平成２６年度中においては、

これから地域の中で、あっぽにかわる場所を探していくという答弁でした

けれども、いつまでに、その場所等をしっかり確保するのか、また、何月

から事業実施する見通しで予算計上したのかを、教えてください。 

答（保健福祉） 今回、あっぽにつきましては、認知症グループホームの

関係で廃止とするということは、委員、おっしゃるとおりであります。私

ども、現在、地域の方からかわりとなる場所の提案をいただいておりまし

て、運営についても、また、場所についても、早急に決めていきたいと、

このように考えております。 

問（１） 早急に探していきたいということですけれども、予算が計上し

てあります。これは計画的に、その場所をいつまでに確保する。そして、

いつ実施する中という見通しがあってこそ、予算計上をするべきものだと

思うんですが、その辺りはいかがですか。 

答（保健福祉） 今回につきましては、まさに言われましたように、４月

早々、早い段階から、これ１３０万円組んでありますが、実は、宅老所の

運営委託料から、あっぽ分を除いた部分が、実は、特会のほうで予算を組

んでありまして、その差額分ということになっております。ですので、４

月早々の、なるべく早い時期から事業開始をして、１年間、継続できるよ

うな仕組み、そして、運営のあり方、そこも含めてやっていきたいなとい

うふうで、予算を計上させていただいております。 

問（１） いままで利用している市民の方が困らないよう、くれぐれもよ

ろしくお願いいたします。次に、予算書の１４２ページ、３款、１項、１

１目、事業１の認知症早期発見事業について、お伺いをさせていただきま
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す。そもそも、なぜ高浜市の単独事業で、認知症という大きい話の事業を

モデルケース的にやる必要があるのでしょうか。私は、このような事業は、

国あるいは県が主導で行い、本市が、補助金をもらうことによって、事業

を行うのであれば、理解できないことはございませんが、その辺りのバッ

クアップ体制はどうなっているのでしょうか。また、一旦事業が開始され

れば、これから継続して事業が展開することになるかと思われます。今後、

どのような計画をしているのか、また、今後、どれぐらいの総事業費を考

えているのか、お示しください。 

答（保健福祉） この認知症のケースというのは、高浜市の市の実情に合

った認知症の対応が必要であるのかなというふうに思っております。私ど

もは、高浜市の規模だからできる認知症対策を今から進めていくというこ

とで、今回、国立長寿のほうから共同で事業を実施していただけることに

なりましたが、これは、国立長寿が高浜市の人口規模でやっていきたいと

いう、その大きさからの提案でもありました。ですから、高浜市の地域に

合った予防体制、そして、医療支援体制、こういったものを構築していき

たいということで、市単で進めさせていただいておるものですが、今回、

私どもは、市単で予算をつけさせていただいておりますが、実は、国立長

寿のほうが、文科省の科学研究費の予算を取られまして、そういう意味で

は、国の予算の中で、高浜市の事業展開をしていく、こういうふうになっ

ておりますので、よろしくお願いします。 

問（１） 先ほど質問した、今後、どのような企画になるか、そして、今

後、どれぐらい総事業費を考えているのか、こちらもお示しください。 

答（保健福祉） 今回、５４０万円の、これは国立長寿への委託料を組ま

せていただきました。今後、実は、４年間の事業計画になっておりますの

で、それに４を掛けた２，０００万円、それぐらいが事業規模になる。こ

のように考えております。 

問（１） ４年間で、総額、２，０００万円掛ける４ということですか。 

答（保健福祉） ５４０万円掛ける４ですね。合計で、４年間でというこ
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とになります。 

問（１） 行政の自己満足ではなく、本当に市民の皆さんに理解され、生

かされ、最小の経費で最大の効果が得られる事業になることを期待してお

ります。次に、予算書の１５０ページ、３款、２項、２目、事業２の保育

園管理運営事業について、お伺いをさせていただきます。先日、保育園の

保護者の方から、ある保育園が雨漏りしているがどういうことなのですか

と、お話がございました。このようなお話を聞くと、本市の施設は、本当

に大丈夫なのかと、心配される父兄の方も大勢いると思いますが、保育園

全体の修繕状況や修繕計画をお示しください。 

答（こども育成） 今、委員からお話がありましたように、保育園等につ

きまして、今回、１５３ページのほうでも高取保育園２階遊戯室屋根防水

工事費ということで、約４００万円のほう上げさせていただいております。

こちら、今、委員言われましたように、遊戯室のほうから、今年度、特に

雨があまり多くない雨でも、ちょっと雨漏りがするようになってきました

ので、こちらのほうにつきましては、当初予算上げさせていただいて、平

成２６年度の梅雨が入る前までには完了して、きちんと保育等の支障にな

らないようにしていきたいというふうに考えております。そういった形で、

保育園、当然ながら、いろいろ建物も、古い建物ありますので、そういっ

たところについては、予算の時期、緊急なときは、必要であれば補正等で

対応することもありますし、また、当初予算の時期においては、各園のほ

う、私どものほう、本庁のほうの職員も、各保育園施設に出向きまして、

必要な修繕のところ調べた上で、今、必要なところを計上していくという

ことで、その都度、建物のほうについては、各園と調整しながら修繕のほ

うに当たっているというところでございます。 

問（１） 今、その都度という話がございましたけれども。そういうこと

は、今、当初予算に計上されている修繕とか工事以外に、安心してもよろ

しいということで、大丈夫でしょうか。 

答（こども育成） 施設を運営する中で、まず第１に、例えば、安全性で
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あるとか、そういった面を含めて、今、この時期に、例えば、来年度やら

なければいけないのか、必要に応じて、例えば、予備費等使わなければい

けないのか、そういうところも含めて、それは、そういう意味で、その都

度ということを言わせていただきましたので、それは、施設管理をしてい

く上で、必要な時期にやらせていただくというところでございます。 

問（１） 少し安心はいたしましたが、くれぐれも適切な施設維持管理を

よろしくお願いいたします。 

問（１４） １点だけ、お願いします。主要新規の１３ページの、先ほど

来からの質問があります認知症の早期発見事業の中の事業内容のところの、

一言でいうと、実証実験を行うとか、長期的な観察により検証するとあり

ますけども、それは、多分４年間という中で行われていくと思うんですけ

ども、下のスケジュールのところには、まだ、その何ていいますかね、そ

ういったことが入っていませんけど、平成２６年度は、そういうことはな

いのか、その辺についてお伺いします。 

答（保健福祉） 先ほど申し上げましたように、平成２６年度の予定とし

ましては、まず、最初に、サポーターの養成、ここから始めまして、皆さ

んの、高齢者自身の機能がどのようになっているかという健診、その部分

ができたらなというふうに思っておりまして、運動をやったことによる検

証、そういったものについては、もう少し年度がたって、実際に運動をし

て、その効果ということですので、また、１年後、平成２７年度ぐらいか

ら、そのような検証ができていくのかなというふうに思っております。 

問（１２） １３９ページ、元気高齢者応援事業のところで、いきいき健

康マイレージ事業委託料、４５５万６，０００円、計上されていますが、

平成２５年度が４５３万６，０００円で、あまり予算には変化ないんです

が、この健康マイレージ事業、何ていいますか、もっと広げていこうとす

るなら、この予算も変わってくるんではないかという気がいたしますが、

これは、どのような関係で、この予算、同じような予算が載っているのか、

教えてください。 
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答（保健福祉） この予算の内訳としては、委員、おっしゃるとおり、実

は、御本人さんたちに還元する、いわゆるそういったマシンスタジオの利

用券とか、そういったものが入っているわけですね。サンビレッジ衣浦の

プールの利用券とか。その部分で、やはり、どうしても実績に基づいて、

お返ししていくという部分の中で、全体的な傾向としては、やはり、若干

余ってくるような状況であったものですから、今回は同額とさせていただ

いておりますが、もともと、このマイレージ事業の利用者さん、こちらの

ほうを見てみますと伸びておりまして、今ですと、健康づくりで、８００

人、ボランティアで、２００人、合計で、１，０００人程度の登録をされ

てみえまして、登録者もふえてきておりますので、そのマイレージのポイ

ントに応じた物品の部分、十分、この中で対応できるということで、今回

は、ほぼ同額ということで、予算を組ませていただいております。 

問（１２） わかりました。できれば、せっかく始めている事業ですので、

もっと運動が広がるような取り組みというのが欲しいと思います。ぜひ、

これは努力をしていただきたいと思います。それから、５番の生涯現役の

まちづくり創出事業、４５５万円がありますが、この中で、臨時職員の賃

金が２００万２，０００円、これはどういうのになるのか。それから、生

涯現役のまちづくり推進業務委託料が４０万円、高齢者居場所づくり活動

費補助金、１００万円となっていますが、これの内容をお示しください。 

答（福祉企画） 臨時職員の業務内容について、お答えをさせていただき

ます。生涯現役のまちづくりを創出するに当たりまして、市民の皆さん、

事業所の皆さんなど、合わせて４０名の皆さんと一緒に実行委員会という

ものを開催いたしております。特に、昨年度からは、三つのグループに分

かれて議論を展開するとともに、健康自生地の盛り上げの活動も行ってお

ります。これら数多く開催される会議の準備から会議録の作成まで一連の

業務が発生しております。加えまして、生涯現役のまちづくりの専用ホー

ムページ、「たかはま元気ｄｅ（で）ねっと」への情報掲載ですとか、メー

ルマガジンの配信も行う必要があります。このため、引き続きになります
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けれども、臨時職員を雇用いたしまして、今、申し上げましたような業務

に当たっていただくことを考えております。それから、委託料と補助金に

つきましては、総括質疑のときにも詳しく御説明をさせていただいており

ますけれども、まず、委託料につきましては、高齢者の方が健康自生地へ

足を運んでいただくための仕組み、生涯現役のまちづくりというものを知

っていただくための仕組みといたしまして、今、考えておりますのは、高

齢者の自宅から健康自生地までの足を確保するための移送業務を試験的に

行いたい。また、高齢者の皆さんで決められた健康自生地をめぐりながら

ウォーキングを楽しんでいただくような、ウォークラリーも実施をしてい

きたいというようなことを考えております。それから、補助金の関係でご

ざいますけれども、高齢者の居場所を数多く創設するために、個人や商店、

企業、各種団体などが、自宅や空き店舗、公共施設などを活用して、居場

所を活動していただくための助成金でございます。助成する額でございま

すが、居場所を設置する際の備品購入費といたしまして、３万円、それか

ら光熱水費を初めとするランニングコストの部分で、年間２万円を予定い

たしておりまして、平成２６年度中は、新たに２０カ所、こういった居場

所が応援できるように、予算額１００万円を計上させていただくものでご

ざいます。それから、先ほどのマイレージの関係でございますが、この生

涯現役のまちづくりの健康自生地に出かけられたり、あるいは、健康自生

地の担い手側に回っていただいた高齢者の方、こういった方にも、新たに

マイレージのポイントが付与できるように、規則のほう改正をいたしまし

て、今、地域の高齢者の皆さん、マイレージの通帳持ちながら、自生地を

いろいろと回っていただいておるような状況でございますので、よろしく

お願いをいたします。 

問（１２） この健康自生地を、何ていいますか、健康自生、生涯現役の

まちづくりの場所を探すということやそれに参加する人を募るというよう

な意味で、シルバーに、６５歳以上で、条件が合えば、ぜひ、出かけてく

ださいというような働きかけをしてみえると思うんですが、あちこちでそ
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ういう方に会いまして聞きますと、そんな話だったらもう来ないでくれと

か、それから、そういう頼まれて、しょうがない、やっているんだけども、

そういう話をしたら、前に言ったけれども、何ていうんですか、料理教室

だったら、料理教室にグループができていて、そのグループでもメンバー

が固まっているので、そこへはなかなか入れないと、せっかく行ってくだ

さいと言われて行ったけども、入れなくて、まあ、その場は年配者のとこ

ろに無理やり入れてもらってやったけれども、もう二度と行かないという

ような声も聞くんですね。ですから、ぜひ、何ていうの、受け入れ側にも、

もうちょっとそういう受け入れる体制というのか、そういうものも必要で

はないかなというのを感じていますが、その点ではどうでしょうか。 

答（福祉企画） 私ども、今、市内に３５カ所、健康自生地を設置させて

いただいておりますけれども、健康自生地を認定させていただく場合の選

定条件の中に、市民の方が、気軽に参加することができる。あるいは、地

域の方々と交流をすることができる。あるいは、健康を増進するような活

動することができる。こういった場所を、選定をさせていただいておりま

して、ちょっと料理に関しましては、今、健康自生地の中で、料理の関係

の自生地は存在しておりませんものですから、ちょっと、自生地とは外れ

るとは思うんですが、自生地の運営の側、担い手の皆さんには、ぜひ、高

齢者の居場所として、気軽に高齢者の方が参加できるような雰囲気づくり

といいますか、そういうグループで固まってしまうというようなことを、

なるべく排除していただくように、お願いをさせていただいておるところ

でございます。それから、前段のところであります閉じこもり高齢者の呼

びかけの関係でございますけれども、現在、吉浜と高浜南部をモデル地区

として、およそ３，０００人の高齢者の方に対して、シルバー人材センタ

ーの方が中心になって、呼びかけをさせていただいておりますけれども、

実際に、その呼びかけをされてみえるシルバーの方とも定期的にお話をさ

せていただいております。委員、おっしゃられたとおり、やはり、こう否

定的な対応される方もいらっしゃいますけれども、中には、呼びかけ活動
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をしたことがきっかけになって、自生地に足を運ばれるようになったとい

う方もお見えになりますものですから、これ３月で、この事業は終わるん

ですが、今、実際に、訪問に来ていただいた方の声を吸い上げるためのア

ンケート、それから、実際に、回られた高齢者の方々が高齢者に対してど

ういう感覚を持たれたか、今後、こんなことをやっていくともっと効果的

ではないかというような建設的な意見も吸い上げるようなことを行ってお

りますので、また、こういった市民の方々の声を参考にして、どうしたら

閉じこもりの高齢者を少しでも減らせるか考えていきたいと、考えており

ます。 

問（１２） 今、実際に、その方が言われたのは、料理教室と、何か歩く、

ウォーキングというんですか、歩くというんですか、のことを言われたそ

うですけど、歩くほうでは、何か、体育員だか、運営委員だか、歩く、連

れていくとうか、歩いていく中心になって、動かして、人を動かす方が、

いっしょくたに皆歩かせようとするんで、何か、うまくなかったというよ

うなことを言ってみえたんですが、とにかく、その、実際に、今、自生地

に来ている人達が、周りの人を誘うというようなことは、やられていない

のかどうかをお示しください。 

答（福祉企画） 実際に、自生地に来られた高齢者の方の口コミで参加者

が広がるというのは、非常に有効な手段でありまして、実際に、立ち上が

ったばかりの健康自生地ですと、なかなか最初は、参加者の方が少ないん

ですけれど、やはり、参加をされた高齢者の方が、そこを非常に居場所と

して、心地よかったとか、すごく体が動かせて、地域の方と交流できてよ

かったというようなことで、その高齢者の方が、やはり、お友達とか、お

近くの方に声をかけられて、少しずつ参加者がふえているというような状

況でございます。それから、ウォーキングにつきましては、吉浜の健康ウ

ォーキングさん、これは、毎月２回、土曜日に７時半から、吉浜地区を歩

くウォーキングなんですが、私も一緒に参加をさせていただいております

が、特に、皆さん和気あいあいと、ウォーキングを楽しんでおみえになっ
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て、先ほど、委員がおっしゃられたようなことは、私が見る限りでは、な

いというふうに感じております。 

問（１２） 吉浜の方が、その吉浜のウォーキングに行ったということで

はないんですが、高浜の方が、それは言われましたので、そういうことを

その方が言われたので、ちょっと、具体的な事例として言ったほうがわか

りいいかなと思って、言ったんですが、あの・・・ 

委員長 内藤とし子委員、質疑のほうを・・・。 

問（１２） はい。ぜひ、何ていうんですか、シルバーに、かなりのお金

をかけて、呼びかけをされたというふうに聞いていますので、その方が回

っても、あまりそういう閉じこもっているような方がいなくて、仕事に行

ってみえる方が多かったと。こんなの、もう、何ていうかな。その活動に、

お金をくれるのはありがたいけども、お金がもったいないということも言

ってみえましたんで、３月で終わるということですので、ぜひ、人を集め

るでも、もうちょっと、こうあわてずに、やれる形があるのではないかと

いうことを思いまして、言いました。それまでです。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

４款 衛生費 

問（６） それでは、当初予算書の１７３ページ、４款、２項、１目、ご

み減量リサイクル推進事業について、今回、消耗品費が、昨年の倍以上に

なっているかと思うんですけども、これ倍以上になった理由を、まず教え

ていただきたいと思います。 

答（市民生活） 少し詳しく申し上げますと、まず、内訳でございますが、

可燃用の指定収集袋が、１，９９６万２，０００円、分別収集拠点のプレ
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ートやコンテナなどの消耗品が、２８７万３，０００円、不法投棄禁止看

板、カラス除けネットなどで、１４５万９，０００円となってございます。

対前年度当初予算の比較といたしましては、可燃用指定収集袋で、１，０

８１万４，０００円の増、分別収集拠点の不燃物用コンテナの更新で、１

１０万２，０００円の増、カラス除けネットの購入で、６４万８，０００

円の増となってございます。主な増の原因でございますが、可燃用指定収

集袋の増額が、主な理由でございまして、市民の皆様等から御要望の多か

った、袋の厚さを０．０３ミリから０．０３５ミリ。これは、共同で焼却

してございます碧南市と同じ厚みになりますが、この厚くしたことによる

ことと、購入枚数を２８万枚ふやしたこと及び消費税の影響により、１枚

あたりの購入単価が６円から９円程度を見込んで、お願いをしているもの

でございます。 

問（６） 一応、市民の方の声に応えていただいたということで、御理解

させていただきます。２問目に移ります。ごみ収集運搬業務等委託事業の

一般廃棄物の収集及び資源ごみ収集の運搬業務委託料についてなんですけ

ども、ページが１７３ページ。これは、平成２５年度当初予算と比べて、

１，１００万円ちょっと増額になっていますけども、これは、どうして増

額になったかという理由を、教えていただけますか。 

答（市民生活） この委託料でございますが、市内７００カ所ほどござい

ます可燃ごみステーションと、市内１２１カ所にございます分別収集拠点

の収集委託料でございまして、平成２５年度との主な変更点といたしまし

ては、高浜市稗田町二丁目５番地内にございます不燃物埋め立て場での資

源ごみ収集特別拠点の開設を、月２回から月４回に拡大する計画をしてご

ざいまして、これに伴う委託料の増が６３０万円ほどございます。また、

消費税の影響で５１０万円ほどの増額になっておるということでございま

す。 

問（６） それでは、続きまして、１７５ページ。ごみ処理事業の不燃物

埋め立て場整・・・・ 
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委員長 質疑の途中ですが、ここで暫時休憩といたします。皆様、御起立

をお願いいたします。 

 

 東日本大震災三周年により、亡くなられた方々に対し黙禱を実施 

 

 休憩 午後１４時４５分 

 再開 午後１４時４７分 

 

委員長 御協力、ありがとうございました。御着席ください。それでは、

質疑を再開いたします。 

問（６） それでは、先ほどの続きになりますけども、１７５ページ。４

款、２項、１目、ごみ処理事業の不燃物埋め立て場整地業務委託料、１，

３５０万円について、委託の内容について、お伺いさせていただきます。 

答（市民生活） こちらも先ほど申し上げました、稗田町二丁目５番地に

ございます不燃物埋め立て場の整地の関係でございまして、そもそもこち

らの施設ですが、家庭から出た土砂だとか、陶磁器、ガラスやコンクリー

トなどの不燃物を埋め立てする施設でございまして、平成１７年に、４０

０トン掘り起し、コンクリート等をリサイクルし、整地をしましたが、そ

の後、毎年度５０トン前後の不燃物の搬入がございまして、ほぼ満杯にな

る見込みでございます。そこで、改めて４００トン掘り起し、分別し、コ

ンクリート等のリサイクルをした上で、整地をし、不燃物埋め立て場の延

命化を図るものでございます。 

問（１６） 予算書、１６７ページ。健康診査委託料の関係で、お伺いし

たいと思います。子宮頸がん検診、それから、乳がん検診の無料クーポン

券による事業は、平成２１年度から始まりまして、平成２５年度で５年間

が終了したわけでございますが、ようやく一巡したと思いますけれども、

平成２６年度からはどのようになるのか。それから、また、大腸がん検診

の無料クーポン券は、平成２３年度から開始をされまして、こちらにつき
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ましてもどのようになるのか、教えていただきたいと思います。 

答（保健福祉） まず初めに、子宮頸がんの健診、そして、乳がんの検診

の無料クーポン券につきましては、平成２６年度は、新規の対象者として、

子宮がんが２０歳の方、乳がんについては、４０歳の方が対象となります。

加えまして、これまで、この二つの健診を未受診の方に対しましては、新

たに国のほうで、働く世代の女性支援のためのがん検診推進事業として、

実施をされることから、子宮がんにつきましては、４０歳まで、そして、

乳がんにつきましては、６０歳までの、これまでの未受診者の方に、再度、

無料クーポン券を配布させていただき、受診の勧奨を行っていきます。な

お、大腸がん検診につきましては、開始４年目となりますことから、従来

どおり、４０歳から６０歳までの節目の方に、無料クーポン券を配布させ

ていただきます。 

問（１６） わかりました。今、新たな、働く世代の女性支援のためのが

ん検診推進事業ということですけれども、これまでどおり、国の補助率は

２分の１でよろしかったでしょうか。 

答（保健福祉） これまでのがん検診推進事業と同様に、補助率は、２分

の１となっております。 

問（１６） わかりました。これまでの子宮頸がん検診、それから、乳が

ん検診の未受診者につきましては、再度、健診を受けるチャンスがあるわ

けですので、大変喜ばしいことかなというふうに思います。この際ですの

で、多くの方が受診していただけますように、期待をしております。もう

１点。ページ数、予算書の１６９ページ。高齢者の肺炎球菌ワクチン予防

接種費助成金について、お伺いしたいと思います。この事業につきまして

は、平成２６年度は、市としての助成制度は、これで２度目となると思い

ますけれども、平成２６年１０月からは、水痘ワクチンとこの高齢者肺炎

球菌ワクチンの二つのワクチンが、定期接種化されるということをお聞き

しております。どのように実施していくのか、お伺いしたいと思います。 

答（保健福祉） 委員、御質問のとおり、平成２６年１０月から、水痘ワ
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クチンとこの高齢者肺炎球菌ワクチンの二つのワクチンの定期接種化が予

定をされてみえます。一方で、高齢者肺炎球菌ワクチンの平成２６年度の

この定期接種の対象者は、６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳と５

歳刻みの節目年齢の方を対象にするというような、変則的な定期接種にな

るとお聞きをしております。したがいまして、この節目年齢以外の方につ

いては、定期接種に該当しないため、引き続き、市の助成事業を実施して

いく、こういうふうに考えております。 

問（１６） それで、定期接種が予定されておりますこのワクチンは、Ａ

類疾病となるのか、Ｂ類疾病となるのか、このことにつきましてもお伺い

したいと思います。 

答（保健福祉） 水痘ワクチンにつきましては、Ａ類疾病、高齢者の肺炎

球菌ワクチンについては、Ｂ類疾病とお聞きをしております。 

問（１６） わかりました。対象者を限定しました定期接種というのは、

初めてのことでありますので、制度が複雑になるかもしれませんし、特に、

接種を担当される開業医の先生方とは連絡を密にしていただくことを、お

願い申し上げます。 

問（７） １６７ページ。先ほどのちょっと委員が聞かれました健康診査

委託料のところですけど、平成２６年度の健診の中で、何か変更点があっ

たら、お願いいたします。 

答（保健福祉） 健康診査の変更点ということで、健診自体については、

大きな変更点はありませんが、高浜分院で実施をしております総合健診、

この中で、これまでオプション検査となっておりましたピロリ菌の検査を、

総合健診の検査項目に追加するとお聞きをしています。 

問（７） そうすると、市民の方のオプション料金の負担なしで、ピロリ

菌の検査を受けられるということで、いいですか。それと、あとピロリ菌

検査の検査の方法は、どのような方法でされるか、お願いいたします。 

答（保健福祉） 委員、おっしゃられますように、オプションの料金の負

担なしで、検査が受けられるというものになります。なお、検査方法につ
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きましては、血液検査とお聞きをしております。 

問（１２） １６８ページ。３目で医療対策推進費のところ、地域医療振

興事業が載っていますが、補助金として病院事業運営費補助金と病院施設

設備整備費補助金、１億６，３１０万円と３，０００万円と計上されてい

ますが、この病院事業運営費補助金というのは、赤字部分については出さ

ないというふうに、あれしていると思うんですが、どのような、これ補助

金だったのか、お示しください。 

答（保健福祉 主幹） 医療法人豊田会に対して行う財政支援のうち、平

成２４年度まで、赤字補填として実施をしておりました補助金でございま

すが、こちらは、平成２５年度以降、運営費補助という位置づけのもとで、

支援をさせていただいております。これは、従来の赤字額の一部を負担す

るというものではなく、高浜市からの医療ニーズに対応していただくため

の財政支援でございます。平成２５年度ですと、分院内に訪問看護ステー

ションを設置していただくことを条件に、１億円、財政支援をさせていた

だいておるものでございまして、平成２６年度につきましても、引き続き、

訪問看護ステーションを設置していただくこと、あるいは、認知症の早期

発見事業を推進するに当たりまして、分院の医師にもサポートしていただ

ける体制づくりを行っていただくと、こういうようなことで１億円、運営

費補助をさせていただくものでございます。そのほかに、リフレッシュ工

事の減価償却相当額としての２，０００万円、それから、地域医療、救急

医療振興事業補助金といたしまして、４，３１０万円、合わせまして、１

億６，３１０万円が運営費補助となっております。 

問（１２） この訪問看護ステーションができて、開業医のお医者さんと

連携して、とてもよくやっていただいていると思うんですが、この訪看さ

んというのは、聞くところによりますと、安城の南部地域だとか、刈谷の

南部地域も範囲に入っているというようなことを聞くんですが、これは、

そういう地域を入れて、高浜が頼んでいるということなんでしょうか。お

願いします。 
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答（保健福祉） 刈総の高浜分院の訪問看護ステーションは、平成２５年

４月１日から始まっておりますが、それまでは、訪問看護ステーションが

ない時期が続きました。その場合は、刈谷の訪問介護ステーションから来

ていただいたり、碧南の訪問看護ステーションから来ていただいたという

ことでありますので、訪問看護ステーションが、高浜だけという、碧南だ

け、刈谷だけというような地域にこだわるものではありませんので、よろ

しくお願いします。 

問（１） 予算書の１６８ページの４款、１項、３目、事業２の地域医療

振興事業について、お伺いをします。先の一般質問の答弁の中で、今後、

債務負担行為である刈谷豊田総合病院高浜分院施設改修事業において、事

業総額、２０億円を毎年２億円ずつ刈谷豊田総合病院へ補助していくとい

うことでございましたが、市民の皆さんへの説明や周知等は、どのように

考えているのかお答えください。 

答（保健福祉 主幹） 医療法人豊田会の大規模改修の補助金につきまし

ては、平成２１年２月に締結をいたしました協定書の中で謳われているこ

とでございます。実際に、大規模な施設改修を行った場合は、２０億円を

限度といたしまして、原則、移譲後、４年目以降に２億円ずつ償還をさせ

ていただくということで、私どもも債務負担行為を組んでいるわけでござ

います。今後、今、高浜分院の施設改修というのを豊田会のほうも検討し

ておみえになりますものですから、実際に、改修に着手をされまして、こ

の補助金が発生してきた段階で、市民の皆様にも補助金の内容につきまし

ては、広報紙等を通じて、こういった財政支援をさせていただいていると

いうことは、周知をさせていただく予定でございます。 

答（副市長） これは、市立病院が民営化する場合、これは初めからの条

件であります。よって、これについては、市民と行政のまちづくり懇談会

において、丁寧に説明も既にさせていただいております。ただし、それが

まだ、新たに病院を建て替えるという状況になっていないので、債務負担

行為は起こしてあるものの、支出していないということがあります。そう
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いったことで、今、磯村リーダーが、支出する段階には、また、そのよう

なＰＲも、また、理解を得るようにしていくということでございますので、

御理解賜りたいと思います。 

問（１） 市民生活に直結し、総額２０億円という大きな事業でございま

す。市民の方への説明責任も大きくなりますので、今後においても、わり

やすく納得いただけるような説明を、よろしくお願いいたします。次に、

予算書の１６８ページ、４款、１項、４目、事業１の高浜エコハウス事業

について、お伺いをします。高浜エコハウスの維持管理などで、毎年、約

１，０００万円が計上されております。事業の中で、もっと広く市民の皆

さんが、利用しやすい高浜エコハウスになるような議論が、予算編成のと

きに、何かなされたのでしょうか。また、現状のままでは、施設がもった

いない面もありますので、今後、どのような事業展開を考えているのか、

お示しください。 

答（市民生活） 高浜エコハウスにつきましては、年間、約１万１，００

０人ほどの利用者がございます。その意味でいけば、まだまだ伸びる余地

はあろうかと思いますが、その中で、今後の内容でございますが、当然、

設置及び管理に関する条例というのがございまして、そもそもの趣旨が、

環境学習と介護予防拠点としての位置づけの施設でございますので、この

範囲を超えるようなことがあれば、条例改正が必要になるということにな

ります。そこで、我々が、今、注目をして、予算編成過程の中で、極力、

お金を使わずに、その趣旨を普及するには、今、やはり、その民間企業の

方で、再生可能エネルギーや何かの関係の見本市等を行ってございます。

そういったところで、営利目的の壁がございますが、そこは上手に検討さ

せていただいて、最先端のそういったものの展示会等を誘致してまいりた

いと、このように考えています。 

問（１） 大変期待しておりますので、どうか、よろしくお願いいたしま

す。 

問（１２） １７３ページ、ごみ減量リサイクルの推進事業、町内会謝礼
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といって出ています。３３２万円が出ていますが。今、輪番制で立ってい

る立ち番ですが、年間、１回立っているところと、２回立っているところ

があると聞いているんですが、２回まで、多いところで２回ということで

しょうか。お願いします。 

答（市民生活） 予算の関係でございますので、まず、町内会の謝礼の考

え方について申し上げますと、各町内会さんに、均等割で５万円、あとは、

拠点割で５，０００円、あとは、世帯割で、町内会の加入、未加入にかか

わらず１００円という形で、謝礼としてお支払いをしてございます。この

謝礼の使途につきましては、導入当初から、分別収集に係る部分について、

町内会さんがお考えいただいて、お使いくださいと、こういう趣旨で普及

をしているものでございます。そこで、年１回とか、年２回というところ、

確かにばらばらでございます。その中で、委員も御承知のことかと思いま

すが、平成７年当初に導入されたときは、朝６時半から８時半まででござ

いました。時間が、２時間だったわけでございますが、それを、各町内会

さんが創意工夫をされて、必要最低限、そこら辺のバランスを考えになら

れて、現在、おおむね１時間という形で立っておられるような状況と聞い

ております。 

問（１２） 同じように、町内会のこの謝礼も出していて、１回のところ

があったり、２回のところがあったりということでは、地域によって、不

公平ではないかと思うんですが、そういう点では、どのように考えてみえ

るんでしょうか。 

答（市民生活） 実は、私ども町内会長さんにお聞きしているところ、２

回で立っておるところで、立っている人数も関係するんですが、中には、

御家庭の事情によって、立ち当番が難しいがゆえに、２回立っておると、

こういうケースもございますので、それはやはり、各町内会の方が、この

ごみの問題というのは、これは、自分たちに直接する問題ですので、自ら

解決をしていただくと、こういう姿勢の表れかと思っておりますので、よ

ろしくお願いします。 
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委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

５款 労働費 

問（６） それでは、予算書の１７７ページ、勤労福祉事業について、事

業の内容と実績などを、御説明いただけますか。 

答（地域産業） 勤労福祉事業の事業内容でございますが、勤労福祉事業

費補助金が主なものでございます。愛知県労働者福祉協議会西三河支部と

連合愛知三河西地域協議会への補助金でございます。こちらの団体の活動

の内容につきましては、労働者福祉の充実を図ることを目的に、福利厚生

活動等を実施されておみえになりますことから、その活動に対しまして、

支援をさせていただくものでございます。 

問（６） それでは、労福協の活動内容と支援する意義について、どのよ

うにお考えかということを、示してしていただけますか。 

答（地域産業） 先ほど御説明させていただきました福利厚生活動等が、

主な活動内容となります。退職準備セミナーといった各種研修会、地区別

懇談会、ボーリング大会やソフトボール大会、婚活イベントなどを実施し

ておみえになります。労福協さんに加入してみえる方々につきましては、

大企業から中小企業まで、あらゆる分野の企業の組合さんが加入しておみ

えになります。中小企業におかれては、自身の会社単独で福利厚生を行う

のは、なかなか大変であり、こういった団体に加入することで、従業員の

福利厚生活動を実施することができ、大企業におかれては、より多くの負

担金を支払うことで、中小企業の組合活動を下支えしていると言えるかと

思います。このようなことから、市といたしましても、中小企業への支援

策という意味合いも含めまして、補助金の支払いをしていきたいと考えて
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おりますので、よろしくお願いいたします。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

委員長 暫時休憩いたします。再開は、１５時２０分。 

 

 休憩 午後 ３時１０分 

 再開 午後 ３時１９分 

 

 

 

６款 農林水産業費 

問（１２） この前、話があったと思うんですが、１７７ページ、６款の

２の明治用水の中井筋ですが、これは、平成２６年度は、どのあたりを改

修するのか、ちょっと聞き落としましたのでお願いします。 

答（地域産業） 平成２６年度の明治用水の工事の予定箇所でございます

が、まず１カ所目は、国道４１９号線の豊田町の交差点、豊田上畑線が交

差するところから少し下流になります、ホワイト急便のクリーニング工場

のある東側のあたりになるかと思いますが、そちらのほうが１カ所。それ

から国道４１９号線の高架下にあります、蛇抜橋から下流に名鉄三河線ま

での区間です。そちらの方が、平成２６年度の工事の予定箇所となってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 
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７款 商工費 

問（１０） １８５ページ、委託料の工業用地創出あっせん業務委託料、

２１０万円が載っていると思いますけれども、この内容をお聞かせ願いた

いと思います。 

答（経営戦略） この委託料につきましては、工業用地の創出に係ります

代替地等の情報提供といったものなどに対します宅地建物取引業者にお願

いをいたすもので、民間の事業者が保有をいたします代替地の候補地に関

する情報等を活用させていただき、工業立地事業をスピード感をもって進

めていくというための委託でございます。 

問（１０） それでは、次のページ。１８７ページ、商業振興費の中の新

がんばる事業者応援補助金、２００万円について、本年度で終わりだと聞

いておりますけれども、新年度からの事業内容について、お伺いしたいと

思います。 

答（経営戦略） 御指摘のとおり、現行の新がんばる事業者応援補助金制

度につきましては、今年度をもちまして終了ということなりますが、引き

続き、中小事業者の「がんばる」を応援するために、平成２６年度から新

たなメニューを追加をさせていただきまして、中期基本計画の計画期間で

ございます、平成２９年度までの間、実施をしてまいりたいというふうに

考えております。追加をいたします、新たなメニューの内容といたしまし

ては、中小企業診断士やコンサルタント業者等、専門家によります販売促

進や営業力の強化を目的といたします、コンサルティング費用に対しまし

て、対象経費の２分の１以内で、上限１０万円を補助するといったことを

予定をさせていただきますとともに、現行の制度のマイナーチェンジとい

う形で、引き続き補助のほう進めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

問（１０） 新しいメニューを追加するということでありますけれども、

こういった中小企業のニーズにどのように把握しているのか、お聞かせ願
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いたいと思います。 

答（経営戦略） 私どものグループのほうで行っております、企業訪問に

よります聞き取りや商工会との調整などのほか、新がんばる事業者応援補

助制度を利用されました事業者に対しましてアンケート調査を行いまして、

そうしたところの中の結果などといったものを踏まえまして、事業者の皆

さんのニーズを把握させていただき、制度設計にあたっての参考とさせて

いただいたものでございます。 

問（１０） それでは、またその下に、企業再投資促進補助金、１，４８

９万８，０００円の目的と内容を、お願いしたいと思います。 

答（経営戦略） 愛知県のほうでは、喫緊の課題でございます、産業空洞

化に対応するために、法人県民税、減税を代替とする措置として、産業空

洞化対策減税基金に積み立てを行いまして、これを原資といたしまして、

企業立地、研究開発、実証実験を支援する補助制度を、平成２４年度に創

設をされました。この制度の中には県と市が連携をいたしまして、県内に

おけます企業の再投資を支援することを目的といたしましたメニューが設

けられておりまして、この制度の受け皿となる高浜市企業再投資促進補助

金交付要網を昨年５月に制定をいたしまして、市内企業の他地域への設備

投資の防止、また、雇用の維持拡大、税収確保によります財政基盤の強化

といったものを図ることを目的としてございます。 

問（１０） 昨年度から制度化したということで、市内の企業から、この

制度に関する問い合わせ状況がありましたら、お願いしたいと思います。 

答（経営戦略） 企業のほうへ訪問しますとともに、また、金融機関さん

のほうにも周知のほうさせていただいてございます。そういったところの

中で、制度の周知等を行ってまいりましたが、御案内のとおり、問い合わ

せといったものも何件か受付のほうさせていただいております。今回、予

算計上した中で、そのうち１企業でございますが、昨年１２月に開催をさ

れました愛知県の審査会のほうで認定を受けまして、それを今回計上させ

ていただいているというところでございます。 
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問（１０） それでは、具体的に聞いていきますけども、この企業再投資

促進補助制度の内容を、お聞かせ願いたいと思います。 

答（経営戦略） 補助の対象といたしましては、２０年以上、工場が高浜

市内に立地しております企業で、工場の新増設や新たなライン設備等を設

置する法人で、対象分野といたしまして、次世代自動車関連、航空宇宙関

連、新エネルギー関連、企業立地促進法に基づきます西三河地域基本計画

の指定集積業種の分野などの６分野となってございます。対象要件といた

しましては、まず、投資要件といたしまして、大企業は２５億円以上、中

小企業は１億円以上、補助率といたしましては、大企業が３％以内、中小

企業が、県の３％を含めました６％以内となってございます。また、限度

額といたしましては、大企業につきましては、直接補助ということで市か

ら５，０００万円、県と合わせまして、１億円。また、中小企業につきま

しては、間接補助ということで、県と市、合わせまして、１億円という状

況でございます。 

問（１０） 今回、かなり大きな投資の補助があるということで、ぜひ、

行政としても、側面から御支援のほう、よろしくお願いしたいしと思いま

す。それと同じく、商工業振興のコミュニティ・ビジネス創出支援事業に

ついて、平成２３年度から実施していると思いますが、これまでの成果に

ついて、お聞かせ願いたいと思います。 

答（経営戦略） 御質問のとおり、コミュニティ・ビジネスの創出支援事

業につきましては、平成２３年度から実施してきてございます。これまで

に、セミナーを開催いたしまして、延べ１６名の方が受講をされまして、

コミュニティ・ビジネスのそもそもについて学んでいただくとともに、創

業に向けました支援といったものを実施してまいりました。平成２４年度

には、事業計画の発表会やアイデアプランの発表会を開催いたしまして、

多くの方に、セミナー受講生のプランや市内で応募されました方のアイデ

アを聞いていただいたところでございます。こうした取り組みといったも

のを通じまして、昨年セミナー受講生の中から実際に創業された方もおみ
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えになりまして、平成２５年度では創業支援交付金といたしまして、３５

万７，０００円を交付するということができました。また、現在、創業に

向けてのチャレンジショップということで実施をされてみえる方もお見え

になります。このように、少しずつではありますが、地域におきまして、

新たなビジネスの芽といったものが育まれていると評価のほうさせていた

だいております。 

問（１０） そう言ってもですね、このコミュニティ・ビジネスというの

が、なかなか、認知度が低いのかなと思っておりますけども、所管グルー

プとして、どのように感じているのか、お聞かせ願いたいと思います。 

答（経営戦略） コミュニティ・ビジネスにつきましては、市民の方が主

体となって、地域の身近な課題を地域の人材、産業、伝統的な技術、知識、

既存施設などの地域資源といったものを生かしながら、ビジネスの手法を

用いて解決するということで、これは、雇用や生きがいの創出につながり

まして、その活動の利益といったものを地域に還元することを目的として

いる事業でございます。そこで、御指摘のとおり、認知度が低いというと

ころの中で、この事業を周知するためにセミナーの開催や高浜市の未来を

創る市民会議の産業、観光分科会の活動、また、アンテナショップの試行

実施といったものなどを通じまして、コミュニティ・ビジネスの認知度と

いったものを高めるための努力のほうをいたしておりますが、まだまだ認

知度が高いとは言えないのが、実情と感じてございます。引き続き、多く

の方に知っていただくよう、いろいろ工夫をしながら周知に努めてまいり

たいというふうに考えておりますので、よろしくお願いをいたします。 

問（１０） 現実にこういった委託料も９９万４，０００円、出ておるわ

けですけども、この委託の内容を、またお聞かせ願いたいと思います。 

答（経営戦略） 今回、平成２６年度でお願いをいたす、その委託料の内

容につきましては、引き続き、セミナー受講生の方の創業に向けたフォロ

ーアップといったものを行いますほか、創業しようとしてみえる方と、企

業や地域団体などとのマッチングといったものなどを行うための会議体を
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設けまして、創業しようとしている方の活動の支援につながる内容として

いきたいというふうに考えております。 

問（１０） その下に、交付金も交付されるようですけども、この内訳も

お聞きしたいと思います。 

答（経営戦略） まず、平成２５年度、本年度に採択をされました一事業

者に対しましての運営支援交付金といたしまして、１０万円を見込みます

とともに、新たに創業する事業者分といたしまして、２件を見込んでおり

まして、これが、５０万円の２件分ということで、１００万円。合計、１

１０万円といったものを予算計上してございます。内訳といたしましては、

これまでセミナーを受講された方のうちで、ＮＰＯ法人格を取得されると

いった受講生の方の動きもお聞きしていること。また、チャレンジショッ

プといったものを開始するといった事業者の方の情報もお聞きしていると

いうことから、２件程度の提案があるというふうに見込んで計上のほうさ

せていただいております。 

問（１０） ２件の見込みということでありますので、しっかり、こうい

ったコミュニティ・ビジネスを支えていただくように、御支援のほうよろ

しくお願いして、質問を終わります。 

問（１２） １８７ページの今お話があった下のいきいき号循環事業のと

ころですが、いきいき号は、吉浜地域に刈谷コースですね、刈谷コースは、

市役所から刈谷豊田総合病院まで直通ということなんですが、吉浜で１カ

所でもいいので、とまってほしいというのはずっと出ているんですが、こ

れについては、どのように考えてみえるんでしょうが。 

答（市民生活） いきいき号の関係でございますが、まず、その現在の利

用状況を申し上げますと、平成２６年２月末で、２万４，９８９人。前年

の同時期と比較いたしまして、１，５５０人の増。率に合わせますと、６．

６％の増ということで、右肩上がりで利用者がふえてございます。このよ

うな状況を背景に、過日、こちらの地域公共交通会議というものがござい

ます。これは、運送のプロ、ドライバーさん、国土交通省、あとは、愛知
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県、あとは、道路管理者と専門家、利用者の代表の方で構成する地域公共

交通会議がございまして、そちらのところで議題として上げさせていただ

きました。結論から申し上げまして、やはり、この利用者のほうが伸びて

いる状況の中で、やはり、この部分について見直しをするというのは、今

は時期が早いんではないかという声がありまして、当面の間、今の利用状

況を見ながら、しばらく現在のコースで運行したいと、このようなことを

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

問（１） １８６ページの７款、１項、４目、同じく、いきいき号循環事

業について、お伺いをいたします。市民の方から、いきいきバスがわかり

づらいといった声がございます。バスを明るく見やすくするという考えは

あるのかどうか、お聞かせください。 

答（市民生活） バスがわかりにくいということは、おそらく路線図の関

係なのかなとは思いますが。あるいは、バスそのものが、いきいき号と見

分けがつかないということ、いずれかだと思いますが。実際、今、利用者

の方のほうについては、今回、平成２３年７月に大幅な改正をしたところ

でございますが、この路線については、概ね２年を目途に、見直しをして

いるところでございますが、利用者の方の声の多くは、あまり、その路線

は変えてくれるなという大きな声があります。また一方で、あまり、その

違うような形の車、ときどき変わるわけですが、これも見分けづらいとい

うような声も一方でありますので、現時点で、そういった形のところで、

バスの色を変えたりとか、そういったことは考えておりませんので、よろ

しくお願いします。 

問（１） やはり、市民の方からバスの色が見づらいと、できれば明るく

色をつけてほしい、わかりやすい、いきいきバスにしてほしいという声が

ございます。ぜひとも、優しいまちを目指して、市民の皆さんにわかりや

すい、いきいきバスになることを期待しております。よろしくお願いいた

します。 

問（１２） 今のところの、１８７ページの今のところの、いきいき号の
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上で観光推進事業のところですが、高浜市の観光協会は、もう、今までの

総合サービスのところから移ったということなんでしょうか。まだ、移っ

てはいないということなんでしょうか、ちょっとお示しください。 

答（地域産業） 観光協会につきましては、現在の旧東邦ガスの高浜店の

ところですね、そちらのほうから移動するというか、移転する予定はござ

いません。今回、つくっております鬼ハウスにつきましては、観光案内所

というところで、位置づけでやってまいりますので、よろしくお願いいた

します。 

問（６） 同じく、観光事業、１８６ページ、ここでお伺いします。この

事業というのは、以前、事業仕分けで廃止だということ言われて、３年間

だけ補助をつけてやるということ、おっしゃってみえましたよね。今年は、

その３年目、来年度が３年目になると思うんですけども、集大成というか、

節目のところで何か計画されているんであれば、そういうこと教えていた

だきたいんですけども。 

答（地域産業） 観光協会につきましては、３年の補助というところでス

タートしております。１年目につきましては、観光協会の体制づくり、２

年目につきましては、市民向けの情報発信の充実、３年目につきましては、

観光資源の販売を含め、対外的なＰＲを確立するという目標を設定いたし

まして、来年度は、今、お話をいただきましたように、３年目に当たりま

す。この３年目に当たりまして、補助金を継続していく条件といたしまし

ては、やはり、この当初設定いたしました目標を遂行していくか否かに、

判断の視点を置きたいと考えております。現在、かわら美術館駐車場、鬼

みち沿いにおいて、観光協会が設置いたしました、鬼ハウスがプレオープ

ンをいたしております。４月２７日の本格オープンに向けて準備を進めて

いるわけでございますが、この鬼ハウスにつきましては、高浜の特産品を

販売するとともに、ギャラリーを併設し、高浜の自慢を市内外に情報発信

していき、高浜の観光の核となるような整備をしていくことでありますの

で、当初の事業計画を踏まえまして、観光協会のこの事業の実施に向け、
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補助金の継続をしていきたいと考えていますので、よろしくお願いいたし

ます。 

委員長  ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

８款 土木費 

問（７） 主要新規事業の２１ページ、予算書でいきますと、１９１ペー

ジ、市道新設改良事業のところですけども。これは、継続事業ということ

ですけど、過去の事業の関連について説明をお願いいたします。 

答（都市整備） 御質問の市道新設改良道路施設長寿命化対策につきまし

ては、予算書の１９１ページの工事請負費の道路改良工事費の、９，９９

５万２，０００円に該当いたします。この工事請負費につきましては、道

路施設の長寿命化対策の費用と市道港線の歩道設置工事もちょっと含まれ

ております。この道路施設長寿命化対策は、継続事業としまして取り組ん

でおります。始まりは、平成２４年度の補正予算について、実施しており

ます。路面性状調査及び路面の付属物の点検調査でございまして、その結

果を受けて計画づくりを、今３月の補正予算に委託業務として、進めてい

る予定です。今後は、調査結果を受けて、計画に沿って修繕工事を計画的

に進めていきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

問（７） 今、答弁の中で、市道港線の歩道設置工事も含まれているとい

うことですけども、今までのですね、平成２５年度までの進捗と平成２６

年度の予定ですね、そう細かくなくても結構ですので。 

答（都市整備） 平成２５年度までに、研屋線から南側の交付金をいただ

いて整備をしている部分がありまして、これが１７５メートルぐらいある

んですが、その区域につきましては、平成２５年度までに、補償用地のほ

う、完全に拡幅計画の中の用地は完全に終わりました。来年度、平成２６



 90 

年度におきましては、その事業を、歩道設置工事、両サイドの歩道設置工

事、拡幅工事を含めた、１２メートルの道路を整備していきたいと思って

おります。それと、あと横浜橋の南側につきましては、平成２５年度にお

きましては、先行取得として、先に、公社さんの費用をいただきまして、

用地補償と用地賠償をさせていただきました。その工事と、それと、来年

におきましても、公社さん、先行でさせていただきまして、来年も、引き

続き道路の拡幅をさせていただきたいという状況でございます。 

問（７） 今回のこの事業積算内容のところで、舗装修繕工事で、４，７

０６万円余についてということで、この工事内容について、ちょっとお願

いいたします。 

答（都市整備） 今回の、予算計上しています、４，７０６万４，０００

円は、路面性状の調査の結果を受けまして、舗装の損傷の箇所が著しく、

路面が悪いところを優先させていただきました。平成２６年度におきまし

て、３路線を対象とさせていただきまして、具体的な路線名におきまして

は、一つ目は、小池町地内に東西に走ります市道宮浦線、それと二つ目に

おきましては、沢渡町地内の三高駅東線の駅東のロータリーから五間道路

の交差点までの区間ということと、それとあと三つ目におきましては、新

田町地内の市道江川線で、新田町二丁目の養鰻場跡地の南側の区域でござ

います。この３路線とも、工事の内容は、切削オーバーレイというもので、

現在、この舗装を５センチ切削させていただきまして、新たなアスファル

ト舗装を行う手法でございます。 

問（７） 続いて、１９７ページの土木費ですけど、公園緑化費について、

お聞きします。前年度予算から４，９２０万８，０００円、増加していま

すけど、この増加の要因というんですか、内容をお願いいたします。 

答（都市整備 主幹） 御質問の予算増についてでございますが、まず、

二つ要因がございまして、一つ目は、工事請負費の公園整備工事費で（仮

称）論地どんぐり公園の整備を行う費用でございます。もう１点といたし

まして、国土交通省から、平成２６年２月から適用する公共工事設計労務



 91 

単価についてという通達がございまして、これを受けて、公園に関する委

託料への反映を行った、いわゆる、金額の増加、労務単価がふえたという

ことの反映を行ったことと、あと、消費税が５％から８％に変更されたと

いう要因でございます。 

問（７） 今の説明の中で、（仮称）論地どんぐり公園の整備工事ですね、

この現在の状況と工事について、内容をお願いいたします。 

答（都市整備 主幹） この（仮称）論地どんぐり公園につきましては、

財源の５０％は、国の交付金で事業を進めております。平成２４年度から

地域の皆さんと進める公園整備ということで、実施設計を行ってまいりま

した。この実施設計では、公園を利用する皆さんの意見を取り入れること

を目的とし、ワークショップというものを開催しております。このワーク

ショップを通じ、公園の設計を進め、平成２５年度の９月には補正予算の

御可決をいただいて、公園整備工の第１期工事に、今年度末、もうぎりぎ

りなんですが、着手しております。この第１期工事は、今回、繰り越し工

事として、御承認いただく次第でございます。平成２６年９月を目標とし

て、工事を進めてまいります予定でございます。その後につきましては、

第２期工事として、残りの工事として、遊具やトイレなどの施設を設置し

ていく予定でございます。 

問（１６） １９７ページ、今の公園整備工事費、４，１６２万１，００

０円、どんぐり公園の整備だということですけれども。地域の皆さん、町

内会長さんや子供会の会長さんに入っていただきまして、５、６回のワー

クショップを開催しまして、私も参加させていただきましたけれども、皆

さんの御要望が随所に盛り込まれまして、地域の皆さん、公園が少ないも

のですから、心待ちにしております。工事につきましては、９月からとい

うことで、完成は、年度内になるのか。それから、これで整備されますと、

公園の面積がどれくらいになるのか。それから、そこは、お子さんが登校

するときに、集団登校の、ちょうどあそこが、集まる集合場所になってお

りますので、そういうことへの配慮だとか、そういうことも必要になって
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くるかなというふうに思っております。そこら辺のことについて、お伺い

したいと思います。 

答（都市整備 主幹） 公園の工事でございますが、ちょっとすみません、

先ほど、ちょっと言い漏れたことがございまして、補足もさせていただき

ます。ただいま、本日ですか、入札が行われていると思いますが、第１期

工事が始まりまして、第２期工事が、来年度の９月から始まることになり

ます。第２期工事の終了につきましては、平成２６年度末を目指して、た

だいま予定を組んでおります。続いて、公園の面積ですが・・・来年度で

すね、すみません、来年度です。大変失礼いたしました。それで、公園の

面積ですが、横の池、池の部分もございますが、大体、０．１４ヘクター

ルの面積でございます。先ほどの、児童の集合場所、小学生の集合場所に

つきましては、今年の初めに、学校の関係者の方に、事前に連絡しており

ます。約１００名以上、確か１３０、４０名ぐらいおられると、朝、集ま

る方がおられるとお聞きしておりますので、そういった方が集まれる場所

をいろいろ選定した結果、なかなか、今の場所にはないということでござ

いましたが、今の憩の家ですか、憩の家の一部、畑のところに入っていく

道路と憩の家の駐車場を使っていただいて、そちらのほうで一旦、集まっ

てから学校のほうへ登校していただくというようなことで、現在、調整は

つけております。 

問（１６） 工事着工、９月からということで、１期、２期という工事さ

れるということで、要するに、完成が、平成２７年度ということですね。

違うの。再度、お伺いします。 

答（都市整備 主幹） 完成は、平成２７年の３月。 

 

 「今年度というか、この予算年度中ですね。来年度ですね、来年度の予

算年度中です。」と発声するものあり。 

 

問（１６） ようやく理解できました。今年度中に、あっ違う。失礼いた
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しました。平成２６年度中に、完成するということで、皆さん喜ばれると

思います。あと、これ防災公園の位置づけをされておりますし、こういっ

たことで、皆さんに周知していく必要が今後出てくるかなと思いますけど

も、そこら辺のことにつきましてと、今後の管理運営についての考え方に

ついて、お伺いしておきたいと思います。 

答（都市整備） 今回、今、小野田委員もワークショップの中に入ってい

ただいて、５回ぐらいやっております。この３月までに一度、もう一回、

ワークショップやらせていただきます。そのときに、その中で要は、維持

管理の話と、それとあと、今後の防災的な考え方も含めてワークショップ

をやっていきたいと思いますので、その中で地域の中に広めていきたいと

いうふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

問（１２） １９９ページですが、１８９ページかな。１８９ページでお

願いします。稗田町のポンプのところ、水害のときにサイレンが鳴るよう

になっているんですが、あのサイレンを、数をふやすということを言って

いただいているんですが、どこに予算が計上されているのかわからないん

ですが、ここのところでいいのかなと思っているんですが。もし違ってい

たら教えてください。 

答（都市整備） 今回の平成２５年度におきましては、向山のほうに、小

規模工事のほうでサイレンを一機つけております。３月末には、完了され

ると思います。それと、あと稗田のほうに、いま塩田ポンプのところに１

個サイレンがありますけれど、今、稗田区域がかなり広いということで、

聞きにくいではないかという話がありましたものですから、今の刈谷豊田

総合病院のほうに、もう一機つけてほしいという話がありましたものです

から、これにつきましては、小規模工事のほうで対応させていただきたい

と思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

問（１２） わかりました。小規模工事のほうで、つくということですね。

そうしましたら、１９９ページの建築総務費、７項の１目。ここに、耐震

シェルター等設置費補助金というのが、４５万円あるんですが、これは、
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ベットやなんかを耐震するというようなことだと思っているんですが、そ

れで違っているのかどうか。そういう予定があるのか、また、これは、予

定があるかもしれないということで計上されているのか、その点、お示し

ください。 

答（都市防災） 御質問の耐震シェルター等の設置補助金ということで４

５万円、計上させていただいております。全体の家屋の耐震工事ができな

いんですけども、普段生活をしておる部屋ですとか、ベットも含めてとい

うことで部分的なそういったシェルターの設置ということで、こういった

補助制度を設けております。現に２件分ということで、一般世帯と高齢世

帯、１５万円と３０万円を予算計上させていただいておるんですけど、基

本的には、枠取り予算という形になっております。 

問（１２） １９４ページの２目、幹線道路費の関係で、１、街路計画事

業。名浜でしたか、名阪でしたか、道路推進協議会負担金６万円、出てい

ますが、これは、碧南のほうを通って行くという大きな道路をつくるとい

うお話だと思うんですが、こういうのをどんどん負担金払ってますと、大

型公共事業をどんどんふやすということにつながっていきますので、ぜひ、

やめてほしいと思います。 

委員長 それは、質疑ではない。 

 

 「・・・」と発声するものあり。 

 

委員長 質問ではないですね。 

 

 「・・・」と発声するものあり。 

 

委員長 いいですね。ほかに質疑、ありますか。 

 

 質 疑 な し 



 95 

 

 

 

９款 消防費 

問（１２） ２０２ページの広域消防の関係です。広域消防事業ですが、

平成２５年比べて、衣浦、一番下の５番の広域消防事業負担金が、衣浦東

部広域連合分担金ですね、４億６，８１９万９，０００円ということで、

平成２５年度よりかなりふえていますが、これはなぜかお示しください。 

答（都市防災） 広域消防費の負担金が約３，９００万円ほどふえておる

という御質問だと思います。一番の増額の理由につきましては、衣浦東部

広域連合のほうで、平成２６年度に消防救急デジタル無線システムの整備

ということで、４億８，５９４万円が計上されております。この増額が、

主な理由でございます。 

問（１２） それの分担金ということだと思います。どれぐらい高浜が分

担するのか、合わせてお示しください。 

答（都市防災） ちょっと全体的には、はじいてはおらないんですけども、

共通経費ということで、均等割が１０％、そして、人口割が３０％、所署

職員割が５０％、面積割が１０％。このようなルールに基づいて高浜市の

ほうが負担をするというものでございます。 

問（１２） ちょっと、その上になりますが、消防団員の退職報償金負担

金というところは、２４１万円あります。これは、退職報償金というのは、

消防団員一人一人に払われるのではないかと思うんですが、これはどうい

うのでしょうか。 

答（都市防災） ここで計上させていただいておる２３４万２，０００円

というのは、まずもって、消防団の退職報償金の負担金ということで、共

済基金のほうにお支払いさせていただくものでございます。その後、御質

問のあった、実際に退職された消防団員に支給されるというのは、広域連

合の負担金のほうに計上されておりまして、広域連合の事務局から各分団
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のほうに、今のところはお支払いをさせていただいておるという状況でご

ざいます。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

１０款 教育費 

問（６） それでは、予算書２０５ページ、教育委員会の運営事業委託料

の中に、教育基本構想推進事業委託料とありますけども、この目的と用途

について御説明をお願いいたします。 

答（学校経営 主幹） 教育委員会の基本構想推進委託料についての目的

と使途の質疑かと思います。目的は、教職員一人一人の基本構想推進の意

識を向上させるとこで、使途は、二つあります。一つ目としては、学校防

災に対する意識向上のための講師謝礼金です。高浜市の子供たちに必要な

防災教育に関する校内研修を実施したり、避難所に指定されている学校職

員として災害時にどう動くべきかについて、全職員を対象として防災講演

会を行ったりします。二つ目としては、異校種間連携事業、とりわけ子供

同士の交流を推進するための活動費です。委託金の内訳としては、市内７

校に、それぞれ１０万円ずつを委託するわけですが、主な内容としては、

講師料、講演会、そのほかが異校種間連携事業費として、各校の実情に応

じて使えるようにしております。 

問（６） 続きまして、２０７ページの児童生徒健全事業のスクールヘル

パー賃金が増額、２００万円ほどふえているんですかね。これが増額にな

っている理由について、御説明お願いいたします。 

答（学校経営 主幹） 増額の理由について、簡単にお答えします。本市

の小中学校の不登校児童出現率については、残念ながら非常に高いという
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現状があります。現在、学校へ不適応を起こし、学級で通常の授業が受け

られない生徒の個別指導を行うために、両中学校に、スクールヘルパーを

１名ずつ配置しております。小学校の不登校の状況を見ますと、平成２５

年１月末までで、１９人であったのが、今年度は２１人と増加しています。

そこで、児童と一緒に話をしたり、遊んだり、学習を支援したり、寄り添

ったりして、悩みを緩和させる、学校は楽しいところだと実感させるため

に、小学校版のスクールヘルパーを配置するもので、この増員１人分が、

予算に計上してあります。 

問（６） 同じく、２０７ページ、児童生徒健全事業のスクールカウンセ

ラーの謝礼、これも同じく１４０、５０万円ですか、増額されているんで

すけども、こちらの理由についてもお教えください。 

答（学校経営 主幹） 増額の理由について、お答えします。児童生徒の

心身の発達や悩みに関することで、本人や保護者からの相談件数が、年々

増加しています。昨年末の相談件数は、小学校で、総合計で２３５件、中

学校では、６０５件ありました。今年度、小学校の相談件数は、９月末ま

でで、１７９件と、昨年度の７６％を超えています。中学校においては、

相談内容が複雑化し、一件にかかわる時間の増加、継続の相談者がいるた

め新規の相談者は順番待ちという状況にあります。そこで、小学校につい

ては、現在、１人のスクールカウンセラーが、５校巡回しておるわけです

が、十分に、相談希望者に対して対応ができないという現状があります。

そこで、高浜市として、臨床心理士の資格を持ったスクールカウンセラー

を非常勤、こころの相談員という形で、雇用することで、さらに、今まで

以上に充実した相談活動ができると考え、予算を計上させていただきまし

た。 

問（６） いろいろ問題抱えているようで、対処で追われているように見

えるんですけども、原因というか、そちらのほうに、そろそろ、こう対応

の仕方も切り替えていただいたほうのがよろしいのかなというふうに感じ

ますので、よろしくお願いします。それでは、別の問題で、２０９ページ
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のところに、児童生徒の健全事業、いじめ問題対策連絡協議会委員謝礼と

ありますけども、この会の目的とその使途について、御説明お願いいたし

ます。 

問（学校経営） 会の目的とその使途について、ですが、まず、昨年９月

に、いじめ防止対策推進法が成立しまして、９月に施行されました。この

法律を受けまして、教育委員会では、いじめ防止対策及び重篤ないじめが

起きた場合の迅速な対応に向け、関係機関や団体との連携を図るため、高

浜市いじめ問題対策連絡協議会を設けることにしました。メンバーとして

は、保護者代表、民生委員代表、学識経験者、警察関係者ＯＢ、校長代表、

スクールカウンセラー代表等を予定しております。この中で、保護者代表、

学識経験者、警察関係者ＯＢ等の謝礼に充てたいと思っております。会は

年度の早々に、一度開きますが、その後、あってはならないような重篤な

いじめが起きた場合には、臨時開催というふうに考えております。 

問（６） いじめというのは、あってはならないことですから、しっかり

した体制で対応を、お願いしたいと思います。それでは、予算書の２１１

ページ、屋内運動場非構造部材診断業務委託料と吊り天井の撤去工事設計

業務委託料、これが計上されていますけども、吊り天井を有する屋内運動

場を持っている学校、総括のときにも同じような質問されていましたけど

も、具体的に学校名を、教えていただけますか。 

答（学校経営） 重複になりますけども、吊り天井を有する体育館を持っ

ているのは、高浜小学校、それから、吉浜小学校、高取小学校、高浜中学

校の４校でございます。 

問（６） 吊り天井有する屋内運動場については、順次、天井撤去工事を

進めていくと思いますけども、吊り天井を有しない屋内運動場については、

どのようにお考えか御説明願います。 

答（学校経営） まず、吊り天井を有する屋内運動場につきまして、天井

撤去を含みます照明器具等の非構造部材の落下防止工事のほうを実施いた

しまして、その後、そのほかの学校ですね、順次、吊り天井を有しない屋
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内運動場についても落下防止のほうをお願いしたいというふうで考えてお

ります。 

問（６） 続きまして、２１３ページ、小学校の情報教育基盤整備事業の

小学校教育用パーソナルコンピュータ及び学習ソフトウエア借上料が、前

年度と比較すると１，０９２万２，０００円、ちょっと減額になっていま

すけども、これはどういった理由でしょうか。 

答（学校経営） これは、高浜小学校、それから、吉浜小学校、高取小学

校のパソコン教室ですね、教育用コンピュータ及び学習ソフトの賃貸料と

いうことで、５年間の債務負担行為のほう設定させていただいております。

現在の契約につきましては、この３月３１日で契約期間が満了になります

けども、来年１年間につきましては、再リースという契約ができるという

ことから、安価に契約できるということで、価格については、１０分の１

の価格ということで、減額ということでなっております。 

問（６） 今、高浜、吉浜、高取ということ、おっしゃってみえましたけ

ども、翼と港は、どのようになっているんでしょうか。 

答（学校経営） 翼につきましても、もう１年、再リースということで。

港につきましては、まだ１年、残っておるという状態でございます。 

問（６） それでは、続きまして、２２３ページ、１０款、４項、１目の

私立幼稚園就園奨励費補助事業、これ、昨年に比べて増額になっているん

ですけども、幼稚園事業で、どうして増額になるのか、理由を教えてもら

えますか。 

答（こども育成） こちら、幼稚園就園奨励費補助につきましては、国の

ほうで、もともと、幼稚園就園奨励費補助制度というのがございます。そ

れを、市のほうで適用してやっているというものでございまして、もとも

と、国の制度の中の適用額、補助額が、まず増加したということと、あと、

要件ですね、対象要件が緩和されたということで、対象者がふえるという

形になってきまして、おのずとその分、増額になるという形になっており

ます。 
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問（７） 主要新規の２５ページ、予算書でいくと、２２７ページになり

ますけど、こども・若者成長応援事業ですけど、これは、ドラマ制作費補

助金ということで、２００万円が計上されていますが、どのような活動へ

の補助なのか、教えていただきたいと思います。 

答（文化スポーツ） どのような活動への補助かということで、ドラマ制

作費補助金につきましては、子供及び若者の成長支援を図るため、「Ｋｉｄ

ｓ Ｎｏｗ（きずな）実行委員会」が行うドラマ制作に要する経費として、

交付を予定しております。子供たちの成長支援を目的に「タカハマ物語」

が制作されてまいりましたが、その思いをつないでいくため、そして、ま

ちに愛着を持って、子供たちのため、そしてまちのために、何か協力して

いきたいという思いを持つ人たちをつないでいくため、再度、ドラマ制作

を行うという選択がなされました。今回のドラマ制作は、出演者だけでな

く、撮影スタッフなども、子供たちを中心として市民の皆さんに担ってい

ただき、市民の皆さんの手作り感を満載した制作を予定されております。

平成２６年度につきましては、脚本の制作、オーディション、キャスト決

め、稽古の開始、ロケハン、撮影場所の検討などが予定されております。 

問（７） 次に、予算書の２２９ページ。この文化財保護事業のとこです

けど、市指定有形民俗文化財保存管理謝礼、これが計上されていますけど、

この内容についてお願いいたします。 

答（文化スポーツ） 謝礼のほうが、１０万円ということで、増額されて

いるということなんですが、こちらのほうも一般質問のほうでも以前、御

質問いただいたんですが、これまで、だるま窯の管理、保存につきまして

５万円という年間の謝礼を出しておりました。ただ、この５万円が、だる

ま窯を修復するための材料費を購入するだけで、もう消えてしまうという

お話を聞いておりました。雨が降ったり、あるいは、風が吹く度に、だる

ま窯の劣化、崩落が進んでいるということで、随時、手入れをしていただ

いております。それに対しまして、管理謝礼を、平成２６年度より５万円

増額させていただきたいと考えております。 
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問（７） 同じく、文化財保護事業のとこで、一番下の部分の田戸社所蔵

有形文化財修復事業費補助金が計上されています。これはどのような修復

を行うということで、計上されてますでしょうか。 

答（文化スポーツ） 田戸社には、平成１０年２月２０日に、高浜市指定

有形文化財に登録されました「東照(とうしょう)大権現(だいごんげん)真

影(しんえい)」というものが所蔵されております。これは、徳川家康公の

姿を描いた掛軸で、江戸時代の後期に製作されたと言われております。平

成２４年に、文化財の研究者の方が田戸社の宝物調査に入った際に、劣化

が進んでおり、状態の悪さを指摘されました。これを受けまして、田戸社

の氏子代表の方が掛軸の修復を行うことを決断され、市へも修復に当たっ

て補助をお願いしたいとの意向が示されました。高浜市文化財保護条例第

９条の規定に基づきまして、補助金を計上させていただいております。修

復の概要につきましては、掛軸を洗浄した上で、掛軸の裏から張り紙をし

て補強する作業を行う予定と伺っております。 

問（７） 今、田戸社の氏子代表からということなんですけど、同じく、

その代表からは、田戸社には御神体として、短刀があるわけですけども、

その錆については、何か話はなかったでしょうか。 

答（文化スポーツ） こちらのほう、文化財の担当のほうが、いろいろと

氏子代表の方とやり取りさせていただいておるんですが、補助につきまし

ては、こちらの「東照(とうしょう)大権現(だいごんげん)真影(しんえい)」

という掛軸のほうで、伺っております。特に、刀のほうにつきましては、

話を伺っていない状態でございます。 

問（７） 今、ちょっと確認させていただいて、前からちょっと話が、こ

ちら聞いていたもんですから、この話、あれが計上されているものですか

ら、同じく、話があったかなと思って。また、その話があったときは、よ

ろしくお願いいたします。 

問（１６） ページ数が２０９ページですけれども、６の教育活動支援事

業の中の外国人児童生徒等通訳賃金、それから、サポートティーチャー賃
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金、それから、外国人児童生徒等早期適応指導員賃金と、ここ予算計上さ

れておりますけれども、この内容につきましてお伺いします。 

答（学校経営 主幹） まず、一つ目の外国人児童生徒等通訳賃金という

ことですが、現在１６０名近い外国の児童生徒が在籍をしておるわけで、

主に、ブラジル、ペルー、そちらの国の方が多いわけですが、特にいろい

ろ、学校の文書ですね、これを出したりだとか、日本語指導に、学校の先

生と一緒にかかわったりというようなことで、そのための賃金、２人分を

ここに充てております。それから、サポートティーチャー賃金というとこ

ろですが、主に、小学校の少人数、算数ですね、中学校でいえば、数学、

英語の少人数指導にかかわるところで、小学校につきましては４人、中学

校につきましては１０人、少人数指導のために充てておるところです。そ

れから、外国人児童生徒等早期適応指導員賃金でありますが、現在、翼小

学校の中に「くすのき」という適応指導教室を用意しておりますが、現在、

全くほとんど日本語がわからない状態で転校してくる児童生徒につきまし

て、大体、３か月間を限定として、そちらのほうで日本語指導を行ってお

ります。今現在も、大変はやっておりまして、１４名の児童生徒が来てお

り、かなり日本語あるいは日本の文化がわかる状態になって、学校のほう

に入っていくと、そんな形で費用、賃金は出ております。 

問（１６） もう１カ所、民間で、確か、女性文化センターの中にも、外

国人の方の学習支援というのがあったと思いますけど、御存じでしょうか。 

答（学校経営 主幹） 民間にあるものについては、こちらのほうも実は、

つかんでいなくで、実は明日、名古屋のほうで、このような適応指導教室

の集まりがあり、学校経営グループの杉浦のほうも、そちらのほうで提案

する中で、ちょっと情報をつかんでいきたいということであります。民間

のほうが、実際に多いのかなというところですが、なかなか、これ実態が

つかめていないのが実情であります。 

問（１６） 適応指導員さんが、あそこの適応指導教室の中で、外国人の

方もたくさんいらっしゃいますもんですから、そこで一生懸命、学習支援
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ということで取り組んでくださっております。日本の文化だとか、言葉も

大分わかるようになってきたということで、手厚く支援してくださってお

りますので、安心しておりますけれども、実際に、どうでしょうか、教室

の中で、日本語で行われる授業に、こういった適応指導教室を卒業された

方が実際には勉強についていっているのか、その辺の検証についてはどの

ように捉えてみえますでしょうか。 

答（学校経営 主幹） 実際、子供たちが言葉を学んでいくのは、授業の

中というよりも、子供同士、放課等の時間で触れ合っていくところで子供

たち、日本語を獲得していくわけですね。ですので、学年が低いほど、獲

得は大変いいものがあります。また、逆に、中学校になってくると、勉強

の中身が大変難しくなってくるところで、漢字がいっぱい出てくる、そう

いうような中で、日本語を理解していくのは大変難しい。やはり学年に応

じて反比例するかのように、日本語の獲得が難しくなる状況はあります。 

問（１６） こういったお子さんが、不登校になって、ゆくゆくは、行き

場をなくして、日本という国で、とても痛ましい人生を送られていくとい

うか、そういう問題もいろいろお聞きしております。高浜市は、そういっ

たことはあまり耳に入ってこない、幸いだなというふうには思っておりま

すけれども。最近、今は、高浜市の体制としましては、日系のブラジル人、

ペルー人、ポルトガル語ですけれども、どうも国籍が、変化が生じてきた

というふうなことを耳にしておりますけども、そこら辺の国籍については、

どうでしょうか。 

答（学校経営 主幹） 国籍について、ですが、今、小野田委員、御指摘

のとおりですね、ざっと今、数字だけ申し上げますが、３月１０日現在で、

ブラジルの方、１１２名、フィリピン、３４名、インドネシア、５名、中

国、５名、ペルー、９名、ボリビア、４名、ベトナム、１名、マレーシア、

２名、韓国、１名、インド、１名、アルゼンチン、３名、パキスタン、１

名ということで、１３カ国に渡っております。 

問（１６） ちょっと驚いてしまいましたけど。１３カ国のお子さんが、



 104 

一緒に学校の中でお勉強をしているということで、本当に、国際的、豊か

になったなということで、その中で日本のお子さんも国際感覚を身につけ

てくださるといいかなというふうに思っておりますけども。いろいろ、学

校の先生たちは、いろんな問題抱えて大変かと思いますけれども、取り組

みのほう、引き続きよろしくお願いいたします。それから、２２５ページ

の中央公民館ホール舞台設備改修工事費、１，１８８万円、それから、中

央公民館ホール改修工事費、１，０７１万４，０００円、中央公民館トイ

レ改修工事費、２，７３３万円が予算計上されておりますけど、この内容

につきましてお伺いします。 

委員長 ちょっと今、数字の読み間違えがあったような感じですけど。中

央公民館トイレ改修工事費、２７３万円です。 

問（１６） 失礼いたしました。２７３万３，０００円。はい、よろしく

お願いいたします。 

委員長 答弁のほうを、お願いします。 

答（文化スポーツ） まず、一番最初の中央公民館ホール舞台設備改修工

事費につきましてですが、こちらにつきましては、どんちょう、二つある

うちの、一つ、第１どんちょうというものがあるんですが、第１どんちょ

うの昇降装置、こちらを改修する費用が、一つございます。こちらが、約

６２６万４，０００円となっております。もう一つ、側面反射板というも

のが、舞台場に吊り下がっておりますが、こちらのほうも、建物が建った

当初からずっと吊り下がっているということで、こちらも昇降器具の危険

性を指摘されております。こちらのほう、一旦、側面反射板のほう、撤去

させていただく費用としまして、５６１万６，０００円、計上しておりま

す。合わせて、１，１８８万円となっております。二つ目の中央公民館ホ

ール改修工事費でございます。こちらは、市民センターの客席部分の天井

の部分、こちら雨漏りが非常にひどくなってきておりまして、漏水工事の

ほうを進めさせていただきたいと考えて思います。こちらのほうの費用が、

１，０２６万円となっています。もう一つ、同じく漏水工事になるんです
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が、市民センター２階部分、市民センター入って、階段を上がっていただ

くと、踊り場といいますか、ちょっとしたスペースがあるんですが、そち

らのサッシ部分から、かなりの雨水が漏れているということで、こちらの

ほうも合わせて改修をさせていただきたいと思っておりまして、こちらが、

４５万３，０００円、計上させていただいております。合わせて、１，０

７１万４，０００円となっております。最後の中央公民館トイレ改修工事

費でございます。こちらにつきましては、小野田委員より一般質問でも御

質問いただきました中央公民館及び市民センターのトイレ、男性用は、大

のほう、女性用は、女性用といいますか、和式トイレを洋式化する工事を

予定しております。具体的には、中央公民館でいきますと、現在、和式ト

イレが、男性が６、女性が１４、ごめんなさい、女性用も６あるんですが、

こちらを洋式化しまして、男性用は、１階から３階までの洋式トイレを２

階に１個、３階に１個設けさせていただきたいと考えております。同じく

女性用につきましても、洋式トイレを２階部分に１個、３階部分に１個、

設置させていただきます。それから、市民センターのほうでございますが、

現在、男性用、６ある大のほうの和式トイレを二つ洋式化したいと考えて

おります。それから、女性用につきましては、現在、市民センターに、１

４和式トイレがございますが、こちらを洋式トイレとして、四つ改修して

いきたいというふうに考えております。合わせて、２７３万３，０００円、

計上させていただいております。 

問（１６） 特に、このトイレ改修工事ですけれども、工事期間というの

は、いつからいつまででしょうか。 

答（文化スポーツ） こちらにつきましても、指定管理者と、今後調整し

ながら、利用者の少ないときを見計らって、工事のほう進めていきたいと

いうふうに考えております。 

問（１６） 高齢者の方には、大変、トイレの面で御不便をおかけいたし

ておりましたので、喜んで心待ちにしておりますので、よろしくお願いい

たします。 
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問（１２） ２０５ページ、教育委員会運営事業の一番下のところに、新

しい学びプロジェクト研究協議会負担金、２万円が出ていますが、これは、

昨年なかったんですが、どのようなものかお示しください。 

答（学校経営 主幹） 協調学習の一環のものになりますが、今までは、

文科省から東京大学に補助金が出て、東京大学のところに参加する。そち

らのほうが費用をもっていたわけですが、その補助金がなくなりまして、

この協調学習に参加するところにつきましては、その市町において補助金

を負担してほしいということが、新たに今回出てきましたので、それで計

上させていただきました。 

問（１２） ２０９ページ、委託料のところで、あいち・出会いと体験の

道場推進事業委託料といじめ・不登校対策推進事業委託料、夢をはぐくむ 

あいち・モノづくり体験事業委託料、絆を育む学校づくり推進事業委託料、

それぞれ計上されておりますが、これがどのような内容、特に、夢を育む

とか、絆を育むとか、よく似た名前がついておりますし、ちょっとわかり

やすく説明してください。 

答（学校経営 主幹） まず、あいち・出会いと体験の道場につきまして

は、中学校のキャリア教育の一環として、中学校２年生が、各事業所にお

きまして職場体験をするための費用を負担していただいておるものになり

ます。ざっと、南中学校では、１８０カ所、高浜中学校では、１５０から

６０カ所ぐらいを、それぞれ３日間程度、それぞれの事業所で学んでおる

というものです。それから、いじめ・不登校対策推進事業委託料というの

は、これは各学校に、いじめ、不登校にかかわる研修会を、あるいは、事

例検討会をやっていただくために委託しているものであります。それから、

夢をはぐくむあいち・モノづくり体験事業につきましては、昨年度から始

まったものですが、先ほど、中学校で、あいち・出会いでキャリア教育と

いう話をさせていただきましたが、早い段階でのキャリア教育を進めてい

くということで、小学校段階におきましても、実際キャリアを、技術を持

った方をお招きして、その方からお話を聞いて、将来の仕事につなげてい
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きたいと、そういうことを狙いとして、創作活動等やりながら行っており

ます。それから、絆を育む学校づくり推進事業というのは、実は、来年度

愛知県から高浜市にやってほしいということで、受けたものでありますが、

事業の目的といたしましては、子供たちに生きる力を育む場として、学校

づくりを推進し、学校の一層の活性化を図ることを目指すと。具体的には、

保護者や地域と連携をしながら、子供たちの豊かな心の育成を目指して協

同して魅力ある学校づくりをしていくというものであります。だから、今

現在、高浜で各小学校とまちづくり協議会、町内会等、行っている事業は、

そのままやっていけば、これにつながっていくだろうというふうに考えお

ります。 

問（１２） それでですね、資料もいただいているんですが、不登校の子

供さんが結構いるわけですが、そういう子供さんをどのように、こういう

いろんな取り組みの中に入れていこうとしてみえるのか、お示しください。 

答(学校経営 主幹) 学校不適応を起こしている子供たちは、結構、行事

だとか、集団的な宿泊、大きな行事がありますけど、そういうところで出

てくる機会を持つことがありますので、それだけではなく、日頃から子供

たち、あるいは、家庭に発信をしていく中で、常に学校としては、あなた

のことを心配しているよというメッセージを送って、それでまた、こうい

うような行事の中で、なんとか学校に足を向ける、そういうような働きか

けを粘り強くやっているところであります。 

問（１） 予算書の２２６ページの１０款、５項、４目、事業４のこども・

若者成長応援事業について、お伺いします。ドラマ制作が、２回目という

ことで、１回目より期待のハードルが上がると思いますが、その辺はどう

盛り上げていこうとお考えですか。 

答（文化スポーツ） 委員、御指摘のとおり、２回目ということで、１回

目は、撮影スタッフ、プロがほとんど担っていただいたということで、比

較的スムーズに進んでいったというふうに思っておるんですが、２回目は

先ほど答弁させていただきましたが、市民による手づくりを目指していく
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ということをコンセプトにやっております。映画をつくること自体が目的

ではなくて、高浜市内の子供たち、特に、小中高生の成長支援を地域の大

人の人たちがかかわり合いながら支援していこうということで、第２回目

を制作しようという選択がなされたと聞いておりますので、こういったこ

とを目的に取り組んでまいる所存でございますが。今後、盛り上げていく

ための方策ということで、今、さまざまな取り組み、そしてまた、今後、

どういった活動を繰り広げていこうかということを毎月、夜、会議を持っ

ております。実は、きょうの夜も、また会議があるところでございますが、

いろいろな子供たちを巻き込み、そして、子供たちにかかわる大人の人た

ちをふやしていく仕組み、今、ちょっとまだ具体的には、申し上げられな

いところですが、そういった取り組みを重ねることによって、映画づくり

の気運を高めていきたいというふうに考えております。 

問（１） わかりました。今回も、ぜひ、事業が盛り上がることを期待し

ております。ただ、１点、映画のキャスティングは、十分、注意を払って

決めていただきたいと思います。次に、予算書の２２６ページ、１０款、

５項、５目、事業１の美術館管理運営事業について、お伺いをします。毎

年、約２億円が、かわら美術館の事業に使われております。大変、責任が

重いと思いますが、平成２６年度、予算計上において、税金を有効に活用

するため、工夫することや効率化するところなどを、また、来場者をさら

にふやすために考えていることを教えてください。 

答（文化スポーツ） かわら美術館でございます。かわら美術館につきま

しては、指定管理期間が来年度、再来年度と、あと２年残っております。

かわら美術館につきましても、随時、文化スポーツグループと調整連絡会

議を開いておりまして、また、定期で運営協議会といったものを開きまし

て、今後どういった美術館運営を目指していくかというところを話し合っ

ているところでございます。今年度、ごめんなさい、平成２６年度につき

ましては、展覧会のスケジュールも決まってきております。先日も運営審

議会というものが開かれたんですが、やはり、新たな美術館としての取り
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組みという視点も必要ではないかという指摘もされております。特に、今

後、夏場に開催されます、水木しげるさんを中心とした作品展、これに合

わせまして、何か、地域の人たちが参加できるようなイベントを絡ませる

ことができないだろうかというようなことも、先日、話し合われたところ

でございます。こちらも、まだ具体的な、どういった取り組みをしていく

かというところが、はっきり決まっていないところではございますが、そ

ういった地域の人たちを巻き込む仕組みづくりというものも考えていただ

いております。また、特に、今年度、春先に、空調部分、空調機器の心臓

部分であります、冷温水発生機、こちらも、議会のほうで御議決いただき

まして、ようやく新調したところでございます。来年度以降につきまして

も、心臓部分は直したんですけども、これに付属していく部分のほう、改

修を進めていきながら利用者の方にも心地よく作品を見ていただけるよう

な環境づくりも取り組んでいっていただきたいというふうに考えておりま

す。 

問（１） この小さな高浜市において、毎年、２億円という大きな事業で

すので、ぜひ、市民の皆さんにさらに納得していただける事業運営を期待

しております。 

問（１４） 予算説明書の２１１ページで、主要新規の２４ページ、小学

校。先ほどからも質疑がありましたけども、小学校の維持管理事業、中学

校の維持管理事業の中の天井の、天井というよりは、非構造部材の診断と

いうことになっておりますけど、非構造部材というのは、天井だけではな

いかと思いますけど、いわゆる、文科省のほうの基準があるのかないのか

わかりませんけど、どの部分を診断して結果を出すのか、まずお聞きした

いと思います。 

答（学校経営） この診断でございますが、文科省が作成しております、

学校施設の非構造部材の耐震化ガイドブック、これがございます。これに

基づきまして、天井ですね、吊りボルトでありますとか、天井材でいきま

すと、ずれだとかひび割れ、それから、照明器具でいきますと、変形であ
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りますとか腐食等の異常。それから、窓ガラスは、ひび割れの異常ですね。

それから、あと、放送機器もありますので、これについては、本体の傾き

や取り付け金具に腐食破損等は見当たらないか等を目視でありますとか、

双眼鏡等を使って、専門家に見ていただくという診断を予定しております。 

問（１４） わかりました。ということは、天井と天井に付属する部分、

それから、壁そのものではないけども、壁に付属というか、附帯している、

そういった機器類ですかね、そういうものを診断するということでよろし

いですか。 

答（学校経営） 今、言われたとおりでございます。 

問（１４） それで、そのあと、スケジュール的にいうと、そのあとにな

りますけど、天井の撤去工事を２校でやる、撤去工事じゃなくて、設計で

すよね、設計を２校で行われるということですけども、その、取ったあと

ですね、天井を取ったあと、当然、それに付属するものが、やりかえると

かするんだろうけど、壁とのとりあいとか、見えてしまったところの処理

というのも、きちんとやられるのか、取りっぱなしになってしまうという

のか、極端にいうと。その辺の処理は、どのように考えてみえるのか。 

答（学校経営） 診断のあとですね、報告書が出てまいりますので、それ

に従って、照明の本体ですね、鉄骨の部分を塗装するだとか、そういった

ことをやって、なおかつ、照明につきましては、今、言われているＬＥＤ

にするとか、今のそのままでやるとか、そういったことも出てくるかと思

いますので、ただ、取り払って終わりではなくて、耐震対策も十分施すと

いうことでございます。 

問（１４） 多分、いいだろうと思うんですけど、ちょっと確認すると、

今の言われたことは、よくわかりましたけど。天井を取ると、壁が途中ま

でで終わってしまうんですよね、それを取ったところから、また、壁が延

びるのか、何ていうか、私がちょっと心配するのは、衣装的に、みっとも

ないことには、ならないでしょうねということなんですが。 

答（学校経営） その辺は、専門家のほうの診断書も出てきますし、工事
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の見積もりを取る段階でも、そういったことは、当然、打ち合わせに入っ

てくると思いますので、よろしくお願いいたします。 

問（１２） ２１５ページ、小学校児童就学援助事業の要保護及び準要保

護児童就学援助費のところですが、１，７９８万５，０００円、計上され

ていますが、高浜では、入学の学用品費だとか入学準備金というのは、出

してないと思うんですが、大変、入学するときには、子供さんを持ってみ

える方、大変なので、こういうのをぜひ出してほしいと思うんですが、ど

うお考えなのでしょうか。 

答（学校経営） 就学援助の関係ですけども、学用品は、１年生、それか

ら、他学年も出ておりますし、特に、１年生につきましては、新入学の学

用品費も補助対象のほうに含めてございます。 

委員長 ほかに。 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

１１款 災害復旧費 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

１２款 公債費 

 

 質 疑 な し 

 

 「議事進行。」と発声するものあり。 
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１３款 諸支出金 

 

 質 疑 な し 

 

 「議事進行。」と発声するものあり。 

 

 

 

１４款 予備費 

 

 質 疑 な し 

 

 「議事進行。」と発声するものあり。 

 

委員長 以上で、歳出についての質疑を打ち切ります。一般会計の歳入、

歳出、全体につきまして質疑漏れはありませんか。 

 

 「質疑なし。」と発声するものあり。 

 

委員長 質疑もないようですので、以上で、議案第２６号の質疑を終結い

たします。本日の日程はこれをもって終了し、明日は、午前１０時より再

開し、議案第２７号に対する質疑からお願いしたいと思います。本日は、

これにて散会いたします。長時間にわたり、御協力ありがとうございまし

た。 

                   散会：午後 ４時４５分 


